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平成5年春に竣工した現在の「さんけん」

上高地山岳研究所における

「ミニ水力発電計画」について
二水力発電計画実行委員会

■
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
こ
と

山
岳
と
登
山
に
関
す
る
研
究
、
講
習
、

お
よ
び
海
外
の
山
岳
団
体
と
の
交
流
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
に
当
時
の
日

本
ア
ル
プ
ス
案
内
人
組
合
安
曇
支
部
が
使

っ
て
い
た
建
物
を
譲
り
受
け
た
の
が
、
現

在

「さ
ん
け
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
施
設

の
前
身
で
あ
る
。

木
造
平
屋
の
小
屋
は
、
組
合
が
使
用
す

る
前
は
、
警
察
の
派
出
所
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
案
内
人
組
合
の

建
物
が
で
き
て
移

っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に

空
き
家
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か

ら
使
用
申
し
込
み
も
あ
つ
た
ら
し
い
。
場

所
が
国
立
公
園
地
域
内
で
あ
り
、
特
別
の

計
ら
い
で
黙
認
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
本

来
の
目
的
以
外
で
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な

か
つ
た
よ
う
だ
。

信
濃
支
部
の
方
々
の
ご
尽
力
も
あ
り
、

「全
国
的
な
登
山
組
織
で
あ
る
社
団
法
人

の
日
本
山
岳
会
が
登
山
技
術
研
究
所
と
し

て
使
用
す
る
の
で
あ
る
の
な
ら
」
と
い
う

極
め
て
好
意
的
な
理
由
付
け
で
、
こ
の
土

地
を
所
有
す
る
松
本
営
林
署
な
ど
が
中
に

入
っ
て
く
れ
て
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き

た

（こ
の
間
の
事
情
は
会
報
三
六
二
号
に

日
高
信
六
郎
元
会
長
が
書
か
れ
て
い
る
）。

当
初
は
上
高
地
山
荘
と
呼
ば
れ
、
六
畳
、

八
畳
各

一
と
四
畳
半
二
の
四
つ
の
客
室
に

炊
事
場
、
風
呂
場
が
つ
い
て
、
収
容
人
員

は
二
十
名
で
あ

っ
た
。
平
地
に
あ

っ
た
民

家
を
そ
の
ま
ま
移
築
し
た
小
屋
は
使
い
難

く
、老
朽
化
も
激
し
か
っ
た
た
め
、昭
和
四

十
八
年
に
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
石
長
官
の
率
い
る
環
境
庁
指
導
の
も

と
、
日
本
の
自
然
を
護
ろ
う
と
の
機
運
が

全
国
的
に
起
こ
り
は
じ
め
た
な
か
、
ス
タ

ー
ト
し
た
二
代
目
の
建
築
は
、
「国
立
公

園
内
に
山
小
屋
を
建
て
る
こ
と
な
ど
お
い

そ
れ
と
許
可
で
き
な
い
。
社
団
法
人
た
る

日
本
山
岳
会
あ
た
り
は
、
そ
れ
に
最
も
協

力
し
て
く
れ
る
立
場
」
と
い
う
関
係
各
庁
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の
意
向
も
、
公
益
法
人
と
し
て
の
立
場
か

ら
自
然
環
境
と
山
岳
の
研
鑽
、
登
山
や
環

境
保
全
に
関
す
る
講
習
会
な
ど
を
実
施
す

る
と
い
う
当
会
の
目
的
に
、
理
解
を
示
し

た
新
築
許
可
で
あ
っ
た
。

三
代
日
の
山
研
は
平
成
五
年
春
に
地
上

三
階
、
地
下

一
階
の
建
物
と
し
て
誕
生
し

た
。
地
下

一
階
は
資
料
展
示
室
と
し
て
、

山
岳
資
料
や
環
境
保
全
に
関
す
る
展
示
を

中
心
に
、
四
月
末
の
開
所
か
ら
十
月
末
ま

で
の
期
間
を

一
般
公
開
と
し
て
、
当
初
の

意
志
を
い
か
し
た
施
設
と
な
っ
た
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
、
自
然
と
調

和
し
な
が
ら
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、
昨
年
夏
に

は
Ｃ０２
削
減
の
一
端
と
し
て

「自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
展
」
を
科
学
委
員
会
、
資
料
委
員
会

と
共
催
で
開
催
し
た
。

水
力
、
太
陽
光
、
風
力
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
有
効
利
用
の
特
別
展
は
、
観
光
客
、

山
小
屋
関
係
者
な
ど
多
く
の
来
所
者
を
迎

え
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
大
き
く
と

り
あ
げ
ら
れ
た
。

年
間
三
百
万
人
と
も
い
わ
れ
る
観
光
客
。

そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
上
高
地
に
対
し

て
、
日
本
山
岳
会
が
公
益
法
人
と
し
て

「何
が
で
き
る
か
」
「何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
」
を
考
え
、
地
元
に
協
力
し
な

が
ら
行
動
す
る
と
き
が
き
て
い
る
と
の
認

識
か
ら
、
山
研
運
営
委
員
会
は
行
動
し
て

き
た
。

同
時
に
、
会
員
懇
親
の
場
と
し
て
の
山

研
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
画
も
立
て
、
新
会

員
を
対
象
と
し
た
登
山
と
講
演
を
青
年
部

と
共
催
で
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
で

生
活
し
て
い
る
人
た
ち
と
の
懇
親
を
目
的

と
し
た
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
山
研
で
開

き
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も

努
力
し
て
き
た
。
こ
の
催
し
は
今
後
も
継

続
し
て
行
わ
れ
る
。

現
在
の
山
研
の
新
築
と
同
時
進
行
の
形

で
、
実
験
の
た
め
の
ミ
ニ
水
力
発
電
計
画

が
あ
り
、
環
境
庁
、
中
信
森
林
管
理
署

（旧
松
本
営
林
署
）
な
ど
と
交
渉
を
続
け

て
き
た
が
、
神
奈
川
工
科
大
学
と
の
共
同

研
究
と
い
う
こ
と
で
、
許
可
申
請
書
を
提

出
す
る
段
階
に
な
っ
て
き
た
。

山
研
に
お
け
る
水
力
発
電
は
、
施
設
で

使
用
す
る
電
気
を
ま
か
な
う
の
が
目
的
で

な
く
、
あ
く
ま
で
も
実
験
と
し
て
の
も
の

で
あ
る
。
実
験
に
よ
り
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

は
会
報
や
山
岳
雑
誌
、
当天
バな
ど
で
機
会

あ
る
ご
と
に
公
表
し
、
ま
た
、
発
電
施
設

は

一
般
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

（山
研
委
員
会
担
当
理
事

坂
本
正
智
）

■
実
験
と
し
て
の
ミ
ニ
水
力
発
電
計
画

鳥
居
亮
会
員
ら
に
よ
っ
て
長
い
年
月
を

か
け
て
検
討
さ
れ
て
き
た
山
研
の
水
力
発

電
計
画
は
、
や
っ
と
具
体
性
を
持
っ
た
も

の
と
な
っ
て
き
た
。
計
画
の
目
的
は
、

①
ミ
ニ
水
力
発
電
が
環
境
に
や
さ
し
い
方

式
で
あ
る
こ
と
。

②
流
量
と
落
差
が
確
保
で
き
る
と
こ
ろ
で

は
非
常
に
有
効
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

③
そ
の
成
果
を
上
高
地
を
訪
れ
る
見
学
者

を
は
じ
め
多
く
の
方
へ
訴
え
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
発
電
さ
れ
た
電

力
の
一
部
は
生
ご
み
処
理

（約
七
〇
〇
ワ

ッ
ト
の
電
気
を
昼
夜
に
関
係
な
く
常
時
使

用
す
る
）
な
ど
に
も
使
用
し
、
環
境
保
全

に
も
役
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

将
来
的
に
は
こ
の
電
源
を
用
い
て
、
山

小
屋
な
ど
の
屎
尿
処
理
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
つ
く
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
実
験
概
要
が

一
般
の
見
学
者
に

も

一
日
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
左
図
の

よ
う
な
表
示
盤
を
、
山
研
裏
に
新
た
に
設

け
る
発
電
機
室
内
に
展
示
し
た
い
。

山
研
の
裏
手
数
百
メ
ー
ト
ル
上
部
の
善

六
沢
に
、
七
五
ミ
リ
パ
イ
プ
ニ
本
を
入
れ

て
取
水
し
、
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
送
る
。
取

水
す
る
水
量
は
沢
の
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

（渇
水
期
で
も
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
）
で

あ
り
、
生
態
系
に
影
響
は
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
取
水
の
際
に
流
入
す
る
土
砂
類

は
、
大
き
な
も
の
は
取
水
口
に
設
け
た
フ

イ
ル
タ
ー
で
除
去
し
、
細
か
い
も
の
は
タ

ン
ク
下
部
に
沈
殿
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

サ
ー
ジ
タ
ン
ク
か
ら
は
七
五
ミ
リ
パ
イ
プ

一
本
で
発
電
機
ま
で
送
水
し
、
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
し
た
水
は
元
の
沢
へ
戻
す
よ
う
に

す
る
。

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
水
を
、
音日
低
差
に

し
て
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
下
に
あ
る
、
山
研

裏
手
に
新
し
く
作
る
発
電
機
室

（
一
・
五

坪
）
に
送
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

タ
ン
ク
か
ら
発
電
機
室
ま
で
は
三
〇
〇
　
鬱

メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
、
送
水
パ
イ
プ
が

長
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
に
管
摩
擦
な
ど

に
よ
る
損
失
が
生
じ
て
、
発
電
に
直
接
寄

与
す
る
有
効
落
差
は
約
三
六

ｏ
五
メ
ー
ト

ル
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

流
量
は
設
計
上
で
は
毎
秒
五
リ
ッ
ト
ル

で
あ
り
、
タ
ー
ビ
ン
と
発
電
機
の
効
率
を

考
慮
す
る
と
約
八
〇
〇
ワ
ッ
ト
の
発
電
量

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
水
力
発
電
は

二
十
四
時
間
（常
時
）発
電
す
る
た
め
、
こ

の
発
電
量
を
天
候
な
ど
気
象
条
件
の
影
響

を
受
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
に
置
き
換
え

る
と
、
七
～
八
キ
ロ
ワ
ツ
ト
に
相
当
す
る
。

水
力
発
電
装
置
の
タ
ー
ビ
ン
部
は
、
高

落
差
小
水
量
向
き
の
お
椀
の
形
を
し
た
ペ

ベルトン水車 写真/林エンジエアリング(株 )提供
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日本山岳会上高地山岳研究所ミニ水力発電システム

善六沢

今シーズン初めから積算した発電量は |□□ロロl.[コIKWhで す

この値は火力発電の燃料原油に換算すると匡

=璽
コ 。回 2に相当します

これによりC02排出を匡匡LIコ Kg削減 したことになります

W過充電防止装置で消費中

温水ヒータ

W発電中

W負荷で使用中

DC

AC

W

↑尋
落差

50m

受ボ女ンタ 1二
圧亜>梓川ヘ

ベル トン水中

i直流発鶴機

配電制御盤

放 水 管
飲料水給水管

放電中

バッテリーー

日
□

□

□

□

インバーーターー

サージタンク

ハ

ル
ト
ン
水
車

（写
真
参
照
）
を
用
い
る
。

そ
し
て
水
が
勢
い
よ
く
あ
た
る
回
転
部
分

は
、
外
部
か
ら
も
よ
く
見
え
る
よ
う
に
外

枠
を
透
明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
特
別
に
加

工
し
て
い
る
。

発
電
機
部
分
は
、
小
容
量
の
た
め
に
三

相
交
流
発
電
機
を
用
い
る
が
、
電
圧
制
御

を
容
易
に
す
る
た
め
出
力
は
直
流
二
四
ボ

ル
ト
に
変
換
し
て
い
る
。
最
大
出
力
は
前

述
の
よ
う
に
八
〇
〇
ワ
ッ
ト
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
将
来
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
設

備
と
し
て
は

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
設
計
さ
れ

て
い
る
。
直
流
出
力
は
、
負
荷
の
変
動
を

吸
収
す
る
た
め
バ
ッ
テ
リ
ー
を
フ
ロ
ー
ト

状
態
で
使
用
す
る
。

生
ご
み
処
理
の
よ
う
な
常
時

一
定
の
負

荷
に
対
し
て
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
最
低
限

の
容
量
で
よ
い
が
、
非
常
時

（商
用
電
源

が
停
電
し
た
と
き
な
ど
）
を
考
慮
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
照
明
や
他
の
電
気
機
器
の

電
源
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
、　
一
二
〇
ア

ン
ペ
ア

（ト
ラ
ッ
ク
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

バ
ッ
テ
リ
ー
）
四
台
を
用
意
す
る
。

発
電
に
使
用
し
た
水
は
ま
っ
た
く
汚
染

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
い
っ
た
ん
受
水
タ

ン
ク
に
入
れ
た
後
、　
一
部
は
山
研
の
飲
料

な
ど
の
生
活
用
水
と
し
て
使
用
し
、
残
り

の
水
は
七
五
ミ
リ
パ
イ
プ
で
梓
川
ま
で
導

水
す
る
。

し
た
が
っ
て
善
六
沢
で
取
水
し
た
わ
ず

か
毎
秒
五
リ
ッ
ト
ル
の
水
は
、
発
電
に
使

用
し
た
の
ち
に
一
部
を
飲
料
水
と
し
て
使

用

（現
在
も
発
電
計
画
と
同
じ
ル
ー
ト
を

生
活
用
水
の
パ
イ
プ
が
通
っ
て
い
る
）
す

る
ほ
か
は
、
汚
染
の
な
い
水
を
す
べ
て
梓

川
に
戻
す
た
め
、
環
境
面
か
ら
見
て
も
優

し
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ミ
ニ
水
力
発
電
計
画
は
、
今
年
度

の
山
研
開
所

（四
月
二
十
八
日
）
か
ら
工

事
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
現
在
環
境
庁
な

ど
に
申
請
中
で
あ
る
が
、
許
可
の
あ
か
つ

き
に
は
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
上
高
地
の

自
然
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意

す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
会
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
本
計
画
の
主
旨
が
よ
り

生
か
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

（科
学
委
員
会
担
当
理
事
　
森
　
武
昭
）

ア ンデ ス・ブランカ山群 トレッキ ング 11日間
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〒105-0003港 区西新橋1-12-1(西新橋1森 ビル)丁 EL.03‐ 3503-1911
大阪806(6444)3033 名古屋8052(581)3211 福岡8092(715)1557

(3)

●6/12



山 647-199904・ 20(第 三種郵便物認可)

ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
峰
登
山
隊

計
画
延
期
の
経
緯
に
つ
い
て

実
行
委
員
長

大
森
薫
雄

三
月
十
日
、
理
事
会
は
今
春
に
予
定
し

て
い
た
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
の
登
山
計

画
を
延
期
す
る
決
定
を
し
た
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
五

月
八
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
斎
藤
会
長
、

大
森
、
伊
丹
、
吉
永
、
宇
田
川
が
中
国
登

山
協
会
の
四
十
周
年
を
祝
っ
て
北
京
に
表

敬
訪
問
し
た
際
、
曽
曙
生
首
席
か
ら
ガ
ン

カ
ｌ

ｏ
プ
ン
ス
ム
合
同
登
山
の
こ
と
が
話

題
に
な
り
、
こ
れ
を
受
け
て
高
所
登
山
研

究
委
員
会
の
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
年
七
月
二
十
五
日
、
斎
藤
会
長
、

大
森
、
伊
丹
が
読
売
新
聞
社
水
上
会
長
を

訪
問
し
、
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
登
山
隊

に
つ
い
て
の
後
援
を
依
頼
し
た
。

九
月
二
十
五
日
、
読
売
新
聞
社
迫
田
運

動
部
長
よ
り

「日
本
山
岳
会
の
登
山
隊
で

あ
れ
ば
後
援
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
」
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、
十
月
十
四

日
か
ら
十

一
月
十
七
日
ま
で
、
伊
丹
、
中

村
、
山
本
、
井
原
、
宮
坂
、
佐
藤
か
ら
な

る
偵
察
隊
が
出
発
し
、
連
絡
官
張
江
援
氏

の
同
意
の
も
と
に
ル
ー
ト
の
確
認
を
し
て

帰
国
し
た
。

十
二
月
十
六
日
、
常
務
理
事
会
の
了
承

の
も
と
、
第

一
回
の
実
行
委
員
会
を
開
催

し
、
登
山
隊
の
あ
り
方
、
国
境
問
題
な
ど

が
検
討
さ
れ
た
。
十
二
月
二
十
八
日
、
中

国
登
山
協
会
の
曽
曙
生
首
席
か
ら

「わ
が

国
の
政
府
関
係
部
門
と
連
絡
し
た
結
果
、

中
華
人
民
共
和
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
と
ブ

ー
タ
ン
王
国
の
国
境
線
上
に
位
置
す
る
ガ

ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
峰
に
つ
い
て
は
中
国

と
ブ
ー
タ
ン
国
境
の
伝
統
線
上
に
あ
り
、

双
方
は
こ
れ
に
対
し
て
争
議
が
あ
り
ま
せ

ん
」
と
の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
平
成
十

丁
年

一
月

六
日
、
読
売
新
聞
社
は

「世
界
の
未
踏
峰

の
中
で
は
最
高
峰
と
し
て
、
登
山
家
の
注

目
を
集
め
て
い
る
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

と
ブ
ー
タ
ン
の
国
境
線
上
に
あ
る
ガ
ン
カ

ー

・
プ
ン
ス
ム
峰

（七
五
七
〇
メ
ー
ト
ル
）

に
今
春
、
日
本
山
岳
会
が
挑
戦
し
ま
す
」

と
い
う
社
告
を
出
し
、
「ガ
ン
カ
ー

・
プ

ン
ス
ム
ヘ
の
道
」
と
題
し
て
計
五
回
に
わ

た
っ
て
偵
察
隊
の
現
地
調
査
報
告
の
記
事

を
掲
載
し
た
。

二
月
三
日
、
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

隊
員
の
選
考
、
資
金
計
画
、
今
後
の
日
程
、

登
山
計
画
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

二
月
六
日
、
中
国
登
山
協
会
の
交
流
部

長
張
江
援
氏
ほ
か
二
名
が
来
日
さ
れ
た
。

そ
の
歓
迎
会
の
席
上
、
張
江
援
氏
よ
り

「ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
峰
登
山
に
つ
い

て
、
中
国
政
府
か
ら
中
国
登
山
協
会
に
延

期
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
」
と
の
報
告

を
受
け
た
。

二
月
十
三
日
、
外
務
省
文
化
第
二
課
よ

り
山
岳
会
宛
に
文
書
（二
月
十
二
日
付
）に

よ
る
照
会
が
あ
っ
た
。

「ガ
ン
カ
ｌ

ｏ
プ
ン
ス
ム
峰
は
ブ
ー
タ
ン

に
お
い
て
は
神
の
住
処
と
し
て
信
仰
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
ブ
ー
タ
ン
政
府
は
こ

れ
ま
で
何
人
に
対
し
て
も
同
山
へ
の
登
頂

を
許
可
し
て
こ
な
か
っ
た
。
た
と
え
中
国

側
よ
り
同
山
へ
の
登
頂
を
開
始
し
た
と
し

て
も
、
頂
上
を
極
め
る
た
め
に
は
ブ
ー
タ

ン
側
領
土
を
通
過
せ
ざ
る
を
得
ず
、
仮
に

日
本
の
登
山
隊
が
ブ
ー
タ
ン
政
府
の
忠
告

を
無
視
し
て
登
頂
を
行

っ
た
場
合
、
ブ
ー

タ
ン
に
お
け
る
対
日
感
情
に
悪
影
響
を
与

え
か
ね
な
い
。
本
件
問
題
は
ウ
オ
ン
チ
ェ

ッ
ク
国
王
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、

同
国
王
も
心
を
痛
め
て
お
ら
れ
る
」
と
の

申
し
入
れ
が
在
イ
ン
ド

・
ブ
ー
タ
ン
大
使

館
よ
り
、
在
イ
ン
ド
日
本
大
使
館
へ
あ

っ

た
旨
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
二
月
十
五
日
、

伊
丹
隊
長
が
橋
本
龍
太
郎
会
員
に
相
談
し

た
際
、
外
務
省
へ
説
明
に
行
く
よ
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
翌
十
六
日
、
伊
丹
、
中

村
、
山
本
で
外
務
省
文
化
第
二
課
を
訪
問
。

登
山
計
画
の
経
緯
と
内
容
を
説
明
し
、
ご

理
解
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
今
後
の
方

針
が
決
ま
り
次
第
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
月
二
十
五
日
、
緊
急
実
行
委
員
会
、

臨
時
常
務
理
事
会
を
開
催
。
今
後
の
対
応

を
協
議
す
る
も
、
中
国
側
か
ら
の
公
式
な
　
＞

情
報
が
な
い
の
で
、
春
節
を
考
慮
し
て
し
　
に

ば
ら
く
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

三
月
三
日
、
中
国
登
山
協
会
か
ら

「宗

教
的
感
情
が
原
因
で
ブ
ー
タ
ン
政
府
は
ガ

ン
カ
ｌ

ｏ
プ
ン
ス
ム
登
山
に
対
し
、
強
い

不
満
の
意
見
を
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。

中
国
の
関
係
機
関
は
こ
の
意
見
に
配
慮
し

た
の
で
す
」
と
の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
三
月
十
日
の
実
行
委
員

会
、
お
よ
び
理
事
会
に
お
い
て
正
式
に
先

に
述
べ
た
決
定
を
み
た
の
で
、
こ
こ
に
そ

の
経
緯
を
報
告
し
、
ご
理
解
を
得
た
い
と

思
う
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
心
配
い

た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

ネバール国際山岳博物館

募金応募状況

表記の募金にご協力 くださった方々の

ご芳名を掲載 し、お礼に替えさせてい

ただきます。 (敬称略 )

2名  4口  20,000円 (3月 5日 現在 )

累計937名  2676口  13,406,517円

● 2回 (10,000円 )

五月女進一 岡沢修一
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「は
る
か
な
る
雲
南
」
が
近
く
な
っ
た
。

三
月
二
十
八
日
か
ら
昆
明
行
き
直
行
便
が

関
西
空
港
か
ら
飛
び
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
。
週
二
回
の
就
航
で
あ
る
。

「映
画
〈
中
国
の
鳥
人
〉
の
舞
ム星

が
、
旅

行
会
社
の
う
た
い
文
句
だ
が
、
筆
者
が
雲

南
と
聞
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は

「能
海

寛

（の
う
み
ゆ
た
か
）
の
最
期
の
地
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

「帰
れ
な
か
っ
た
探
検
家
」
能
海
寛
は
、

島
根
県
出
身
の
学
僧
だ
。
イ
ン
ド
に
発
し

た
仏
教
の
本
質
を
極
め
る
た
め
に
は
大
蔵

経
を
入
手
し
な
け
れ
ば
、
と
東
本
願
寺
を

説
得
、　
一
八
九
八

（明
治
三

一
）
年
十

一

月
十
二
日
、
チ
ベ
ッ
ト
に
向
か
っ
た
。

同
じ
東
本
願
寺
の
寺
本
婉
雅
と
と
も
に

翌

一
八
九
九
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、

東
チ
ベ
ッ
ト
の
リ
タ
ン
、
パ
タ
ン
に
入
り
、

日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
チ
ベ
ッ
ト
の
地

に
立
っ
た
。

し
か
し
、
目
的
と
す
る
ラ
サ
に
は
入
れ

ず
、
以
後
青
海
省
か
ら
の
入
蔵
に
も
失
敗
、

一
九
〇

一

（同
三
四
）
年
四
月
、
雲
南
省

奥
地
の
麗
江
で

「身
命
を
惜
し
ま
ず
」
の

恩
師
へ
の
書
簡
を
最
後
に
消
息
を
絶
っ
た
。

同
じ
時
期
に
チ
ベ
ツ
ト
入
り
を
め
ざ
し
た

黄
栄
宗
の
僧
、
河
口
慧
海
は
そ
の
直
前
の

三
月
、
ラ
サ
に
た
ど
り
着
き
、
明
暗
を
分

け
た
。

そ
の
能
海
の
終
焉
の
地
が
、　
一
世
紀
を

経
て
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
た
、
と
い
う
最
近
の

報
道
を
読
ま
れ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
な

本
会
会
員
で

『ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』
の
著

書
も
あ
る
中
村
保

（六
十
四
歳
）
が
、
能

海
の
足
跡
を
追

っ
て
中
国
の
旅
を
続
け
、

昨
年
十
二
月
に
は
つ
い
に
能
海
が
殺
害
さ

れ
た
、
と
さ
れ
る
雲
南
省
の
奥
地
徳
欽

（デ
ー
チ
ン
）
県
の
北
に
あ
る

「屏
風
岩
」

に
た
ど
り
着
い
た
の
だ
。

こ
ん
な
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
能
海
の
不

明
後
二
十
二
年
た
っ
た

一
九
二
三

（大
正

十
二
）
年
、
郷
間
正
平
と
い
う
日
本
人
旅

行
者
が
現
地
を
訪
れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
辱
香

商
人
か
ら

「
一
九
ｏ

一
年
十
二
月
中
旬
、

ひ
と
り
の
日
本
僧
が
ラ
サ
を
め
ざ
し
て
阿

敦
子

（徳
欽
の
こ
と
）
を
出
発
し
、
そ
の

日
の
う
ち
に
付
近
の
関
所
で
ク
ー
ソ
ン
族

と
呼
ば
れ
る
現
地
住
民
に
殺
さ
れ
た
」
こ

と
を
知
っ
た
。

中
村
は
、
最
近
に
な
っ
て
能
海
寛
研
究

会
の
会
員
が
当
時
の
仏
教
新
聞
か
ら
見
つ

け
た
こ
の
情
報
を
も
と
に
、
昨
年
十

一
月

現
地
へ
向
か
い
、
十
二
月
は
じ
め
、
徳
欽

の
北
の
峠
を
下
っ
た
標
高
三
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
場
所
に
郷
間
の
い
う

「屏
風
岩
」

を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
物
証
は
な
い
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
使
っ
て
峠
と
の

距
離
や
位
置
を
確
認
し
状
況
か
ら
し
て
こ

こ
に
間
違
い
な
い
、
と
判
断
し
た
。

能
海
の
最
期
の
地
と
な
っ
た
雲
南
の
奥

地
で
は
、　
一
種
独
特
な
争
い
が
進
行
し
て

い
た
。
徳
欽
と
中
旬
、
さ
ら
に
は
麗
江
、

維
西
と
い
っ
た
町
も
加
わ
っ
て

「う
ち
こ

そ
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
」
と
、
主
張
し
あ
っ
て

い
る
の
だ
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ

・
ヒ
ル
ト
ン
の

「失
わ
れ

た
地
平
線
」
は
、
一
九
三

一
年
五
月
、
飛
行

機
が
不
時
着
し
て
生
き
残
っ
た
四
人
の
物

語
で
あ
る
。
永
遠
の
若
さ
が
保
た
れ
る
そ

の
桃
源
郷
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ど
こ
か
、
近

く
に
キ
リ
ス
ト
教
会
が
あ
る
、
「打
箭
府
」

と
い
う
場
所
に
近
い
、
な
ど
が
ヒ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
無
論
、
架
空
の
物
語
な
の

だ
が
、
開
放
経
済
が
進
行
す
る
中
国
で
あ

る
。
話
題
性
が
あ
る
こ
と
な
ら
何
で
も
観

光
誘
致
の
目
玉
に
し
て
し
ま
お
う
、
と
い

う
し
た
た
か
な
思
惑
が
あ
つ
て
、
シ
ャ
ン

グ
リ
ラ
は
勿
論
絶
好
の
対
象
と
な
っ
た
。

徳
欽
県
で
は
、
中
村
に

「確
認
書
」
を

贈

っ
て
い
る
。
「我
が
県
の
神
秘
的
な
自

然
と
特
異
な
多
民
族
の
風
俗
文
化
に
つ
い

て
の
貴
殿
の
深
い
知
識
が
評
価
さ
れ
、
徳

欽
香
格
里
拉
研
究
会
の
正
式
会
員
の
資
格

を
貴
殿
が
取
得
し
た
こ
と
を
弦
許
連
絡
申

し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
も
の
だ
。

能
海
寛
の
よ
う
な
人
が
殺
さ
れ
る
場
所

は
、
平
和
な
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
、
と
ラ
イ
バ
ル
の
町
や
村
は
反
発

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

「
わ
が
町
こ
そ
」
と
、

主
張
し
て
い
る
。

一
九
九
ｏ
年
以
来
、
四
川
、
雲
南
省
の

横
断
山
脈
へ
の
旅
を
続
け
る
こ
と
十
六
回
、

い
ま
で
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
に
つ
い
て
は
、

世
界
で
も
屈
指
の
存
在
と
な
っ
た
中
村
は
、

こ
の
五
月
も
雲
南
省
か
ら
ビ
ル
マ
北
方
の

チ
ベ
ツ
ト
を
め
ざ
す
。
そ
の
踏
査
報
告
は

英
国
の
ア
ル
パ
イ
ン

ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど

に
も
掲
載
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
シ
ャ
ン
グ

リ
ラ
の
判
定
役
だ
け
は
避
け
た
い
、
と
言

っ
て
い
る
。

シャングリラと

熟年探検家

江本嘉伸“シャングリラの里"から望むメンジボ峰 (60“ m)、 撮影・中村保氏

(5)
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南
側
か
ら
の
視
点

―

ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
中
国

・
ブ
ー
タ
ン
国
境
に
つ
い
て
―

吉
永
英
明

今
春
に
予
定
し
て
い
た

「
日
本
山
岳

会

ム
岡
頃
普
松
登
山
隊

一
九
九
九
」
（ブ

ー
タ
ン
名
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
、
七
五
七

〇
メ
ー
ト
ル
）
は
、
中
国
登
山
協
会
か
ら

出
発
を
延
期
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ

っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
と
り
あ
え
ず
実

施
延
期
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ブ
ー
タ
ン
に
と
っ
て
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ

ム
が

「聖
な
る
山
」
で
あ
る
た
め
の
宗
教

上
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
と
憶
測
す
る
向

き
も
あ
る
が
、
ブ
ー
タ
ン
政
府
は
過
去
四

回
に
わ
た
っ
て
、
日
本
隊
ほ
か
の
外
国
人

に
登
山
許
可
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
、
同

じ

「聖
な
る
山
」
と
さ
れ
て
い
る
チ
ョ
モ

ラ
ー
リ

（綽
莫
拉
日
、
七
三

一
四
メ
ー
ト

ル
）
に
一
九
九
六
年
西
側
の
チ
ベ
ッ
ト
側

か
ら
長
野
山
岳
協
会
隊
が
登
山
し
た
お
り
、

ブ
ー
タ
ン
側
は
何
ら
の
動
き
を
し
て
い
な

か
つ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
説
得
力
に
乏
し

至
る
ま
で
、
す
べ
て
国
境
は
図
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
か
ら
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
主
稜
線
上
を
た
ど
っ
て
く
る
国
境

線
が
目
下
の
未
登
の
最
高
峰
で
あ
る
ガ
ン

ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
か
ら
北
東
方
約
二
六
キ
ロ

（直
線
距
離
）
に
位
置
す
る
ク
ー
ラ
カ
ン

リ

（庫
拉
商
日
、
七
五
三
八
メ
ー
ト
ル
）

に
至
る
線
に
な
り
、
こ
こ
か
ら
西
方
へ
は

七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ク
ラ
ス
の
未
登
峰
が

並
ぶ
主
稜
線
の
北
側
を
南
西
方
向
に
向
か

う
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
中
国
側
の
地
図
に
よ
れ
ば
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
主
稜
線
を

「伝
統
線
」
と
い
う

言
葉
で
両
国
の
国
境
と
し
て
お
り
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
主
稜
線
北
側
部
分
の
帰
属
に
つ
い
て

の
両
国
政
府
の
主
張
が
異
な

っ
て
い
る
。

図
の
斜
線
部
分
、
約
三
〇
ｏ
平
方
マ
イ
ル

（約
七
五
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）が
こ
の

部
分
で
あ
る
が
、
現
在
、
中
国
の
実
効
支

配
下
に
あ
り
、
ブ
ー
タ
ン
の
実
効
支
配
は

お
よ
ん
で
い
な
い
。
た
と
え
ば
、　
一
九
七

四
年
に
指
定
さ
れ
た
ブ
ー
タ
ン

・
ヒ
マ
ラ

ヤ
地
域
の
国
立
公
園
、
ジ
グ
ミ

・
ド
ル
ジ

国
立
公
園
の
区
域
か
ら
も
除
外
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
伺
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
国
境
線
は
イ
ギ
リ
ス
が

こ
の
地
域
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
二
十

世
紀
初
頭
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
イ
ン
ド

政
府
が
ブ
ー
タ
ン
外
交
に
対
す
る
助
言
権

を
持
つ
と
さ
れ
て
い
た

一
九
四
九
年
の
イ

ン
ド

・
ブ
ー
タ
ン
条
約
に
よ
っ
て
、
イ
ン

ド
政
府
は

一
九
五
九
年
以
降
、
相
当
強
硬

に
中
国
に
対
し
地
図
の
訂
正
を
求
め
て
い

る
し
、　
一
九
六
ｏ
年
、
ブ
ー
タ
ン
国
会
も

中
国
の
地
図
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
ブ
ー
タ
ン
領
で
あ
る
と
の
主
張
を

明
確
に
し
て
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
側
は

一
九

八
四
年
以
降
、
両
国
の
国
境
画
定
交
渉
を

続
け
て
い
る
よ
う
で
、
昨
年
、
十
月
と
十

一
月
、
学
生
部
の
登
山
隊
に
同
行
し
て
ブ

ー
タ
ン
を
訪
れ
た
お
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ

・
登
山
所
管

の
通
産
省

観
光
部

（哺
一〇
Ｃ
ユ
∽
【Ｓ
」
ン
・Ｃ
け，
〇
『
詳
く

〇
「
”

，
Ｃ
け”
”
）↓
ゝ
隔
Ｗ）

を
訪
問
し
て
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
毎
年
、

北
京
と
テ
イ
ン
プ
ー
で
交
渉
を
し
て
い
る

と
言
っ
て
い
た
。

さ
て
、
今
回
の
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら
の

「商
頃
普
松
登
山
隊
」
で
あ
る
が
、
そ
の
　
＞

ル
ー
ト
を
み
る
と
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
の
西
側
　
“

を
通
っ
て

「商
頃
普
松
」
の
北
方
約

一
二

キ
ロ
付
近

（ナ
ム
サ
ン
氷
河
と
リ
ャ
ン
カ

ン
氷
河
の
合
流
点
）
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

を
設
け
、
「商
頃
普
松
」
の
北
方
約
三
キ

ロ
ほ
ど
の

「良
商
康
日

（リ
ャ
ン
カ
ン
カ

ン
リ
、
七
五
三
四
メ
ー
ト
ル
）」
を
越
え

て
登
頂
を
目
指
す
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る

（図
の
斜
線
部
分
）。
ブ
ー
タ
ン
側
か

ら
み
れ
ば
、
歴
史
的
な
ブ
ー
タ
ン
領
を
通

過
す
る
ル
ー
ト
と
判
断
す
る
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。

ブ
ー
タ
ン
は
、
人
口
約
六
十
万
人
余
と

い
う
小
国
で
あ
る
が
、　
一
九
七

一
年
に
国

連
に
加
盟
を
果
た
し
、
現
在
、
二
十
力
国

以
上
の
国
々
と
国
交
を
結
び
、
イ
ン
ド
、

ブータンの地図より

チョモラー

アィンプ_

ま
た
、
中
国

・
ブ
ー
タ
ン
間
の
国
交
樹

立
が
近
い
と
い
う
観
測
か
ら
、
中
国
政
府

が
ブ
ー
タ
ン
側
を
慮

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う

と
す
る
見
方
も
あ
る
が
、
両
国
間
の
国
交

交
渉
が
詳
ら
か
に
報
道
さ
れ
て
い
な
い
今

日
、
何
と
も
言
え
な
い
。
今
回
の
事
態
は
、

両
国
間
の
国
境
問
題

に
起
因
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
こ

の
際
、
ブ
ー
タ
ン

・

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
境
線

に
つ
い
て
南
側
か
ら

の
視
点
で
考
え
て
み

た
い
。

も
と
も
と
、
ブ
ー

タ
ン
側
の
地
図
に
よ

れ
ば
、
政
府
発
行
の

年
次
計
画
書
、
統
計

書
は
も
ち
ろ
ん
、
観

光
部
発
行
の
地
図
に

―ラカンリ

ラ ヤ ガンケルプンズム

マサカン

一
ン

一

一
夕

一

巨

リ
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バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
ク
ェ
ー
ト
に
大
使

館
を
お
く
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
国
連
代
表
部
を
持
つ
独
立
国
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ

等
の
国
際
機
関
に
も
加
盟
し
て
い
る
。
昨

年
、
Ｔ
Ａ
Ｂ
を
訪
れ
た
お
り
も
、
ブ
ー
タ

ン
は
独
立
国
で
あ
る
と
強
く
言
わ
れ
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
小
国
ほ
ど
領

土
、
主
権
に
敏
感
で
あ
る
。
確
か
に
ブ
ー

タ
ン

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
未
登
の
山
が
数
多
く

残
る
魅
力
的
な
山
域
で
あ
る
が
、
入
域
に

関
し
て
は
南
側
か
ら
の
視
点
に
も
十
分
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム
は
、
日
下
の
未
登

の
最
高
峰
で
、
世
界
の
山
岳
人
に
と
っ
て

垂
涎
の
的
と
い
え
る
。
も
し
、
現
在
の
国

際
情
勢
の
下
で
中
国
側
か
ら
の
登
山
の
可

能
性
を
探
る
と
す
れ
ば
、
ク
ー
ラ
カ
ン
リ

山
群
の
南
側
を
大
き
く
巻
き
、
北
東
側
か

ら

「尚
頃
普
松
」
に
接
近
す
る
と
い
う
歴

史
的
な
ブ
ー
タ
ン
領
を
通
過
し
な
い
ル
ー

ト
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

場
合
も
南
側
へ
の
対
応
に
配
慮
す
る
の
は

当
然
で
あ
る
が
…
…
。

な
お
、
中
国

・
ブ
ー
タ
ン
国
境
の
歴
史

的
推
移
に
関
し
て
は
、
「
シ
ッ
キ
ム
と
ブ

ー
タ
ン
」
（Ｖ

。
Ｈ

・
コ
エ
ロ
著
、
三
田

幸
夫
／
内
山
正
熊
訳
、　
一
九
七
三
年
、
集

英
社
）
「目
〕①
８̈
・日
Ｌ
Ｏ
∽
Ｒ

ω
甲声
】日
≧
４
」

（
”
”
『
ヨ
”
”
”
”
Ｑ
著
、　
一
九
九

八
年
、

「
”
＞
０
＞
Ｈ
【
”
Ｃ
”
Ｅ
一０
＞
「コ
Ｏ
Ｚ
∽
）
に
詳
】

し

い
。

全
国
二
十
四
支
部
事
務
局

担
当
者
が
集
い
ま
し
た

二
月
二
十
七
、
二
十
八
の
両
日
、
全
国

二
十
四
支
部
の
実
務
者
が
集
い
、
支
部
事

務
局
担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

二
十
七
日
０
、
九
段
会
館
鳳
凰
の
間
で

午
後

一
時
よ
り
斎
藤
惇
生
会
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
平
林
克
敏
会
員
が

「熱
き
心
で
Ｊ

Ａ
Ｃ
を
語
る
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

山
登
り
、
企
業
の
両
面
の
貴
重
な
体
験
を

通
し
て
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

の
重
要
性
を
訴
え
、
支
部
の
活
性
化
を
説

く
話
に
、
全
員
が
聞
き
惚
れ
た
。

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の
あ
と
、
テ
ー
マ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

「支
部
を
考
え
る
」
に

移
り
、
北
海
道
支
部

・
長
谷
川
雄
助
会
員
、

宮
城
支
部

・
千
石
信
夫
会
員
、
広
島
支

部

・
吉
村
千
春
会
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支

部
の
現
状
と
活
性
化
の
試
案
を
熱
っ
ぼ
く

語
っ
た
。
各
支
部
間
の
討
議
の
の
ち
ま
と

め
に
入
り
、
懇
親
会
に
移
っ
て
一
日
目
の

幕
を
閉
じ
た
。

二
月
二
十
八
日
０
は
、
日
本
山
岳
会
会

議
室
に
場
所
を
移
し
て
、
午
前
十
時
よ
り

総
務
の
絹
川
祥
夫
理
事
よ
り
会
務
報
告
。

さ
ら
に
百
周
年
記
念
事
業

「新
日
本
山
岳

誌
」
編
集
、
平
成
十

一
年
度
全
国
支
部
懇

談
会

（岐
阜
支
部
主
管
）、
日
本
山
岳
会

「団
体
傷
害
保
険
」
に
つ
い
て
な
ど
、
熱

意
の
こ
も
っ
た
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
昼

食
懇
親
の
あ
と
閉
会
と
な
っ
た
。

（村
井
　
葵
）

出
席
者

北
海
道

（長
谷
川
雄
助
）、
青
森
（中
村
勉
）、

岩
手

（松
田
和
弘
）、
秋
田
（佐
々
木
民
秀
）、

山
形

（長
岡
伸
恭
）、
宮
城

（千
石
信
夫
）、

福
島

（野
地
克
也
）、
越
後

（田
邊
信
行
）、

信
濃

（古
幡
開
太
郎
）、
山
梨
（小
宮
山
稔
）、

静
岡
（水
野
公
男
）、
東
海
（小
川
繁
）、
岐

阜
（堀
義
博
）、
京
都
（野
村
誠
人
）、
富
山

（高
柳
清
美
）、
石
川
（樽
矢
導
章
）、
福
井

（宮
本
数
男
）、
関
西
（川
戸
昭
三
）、
山
陰

（中
井
侯

一
）、
広
島
（吉
村
千
春
）、
福
岡

（深
田
泰
三
）、
東
九
州
（西
孝
子
）、
熊
本

（田
上
敏
行
）、
宮
崎
（新
武
八
起
）

ネ
パ
ー
ル

・
日
本
研
究

セ
ン
タ
ー
ヘ
の
図
書
寄
贈
に

礼
状
が
届
き
ま
し
た

現
在
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ネ
パ
ー
ル
ｏ
日
本

研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
太
天
バ名
誉
会
員
で

あ
っ
た
故
ク
リ
シ
ュ
ナ

ｏ
Ｂ

ｏ
バ
ル
マ
氏

が
、
多
年
に
わ
た
り
収
集
さ
れ
た
貴
重
な

図
書
や
資
料
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
保
管
さ

れ
て
お
り
、
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

昨
秋
、
ネ
パ
ー
ル
国
際
観
光
年
記
念
ト

レ
ツ
キ
ン
グ
の
一
行
が
出
発
前
に
、
同
研

究
セ
ン
タ
ー
の
専
務
理
事
で
あ
る
ラ
ム

・

ク
マ
ー
ル
・
パ
ン
デ
ー
氏

（ク
リ
シ
ュ
ナ

氏
の
女
婿
で
ト
リ
ブ
ー
バ
ン
大
学
地
理
学

科
の
主
任
教
授
）
よ
り
、
同
ラ
イ
ブ
ラ
リ

―
で
役
に
立
つ
よ
う
な
本
を
参
加
者

一
人

一
冊
ず
つ
持
参
し
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
の
要
望
が
届
い
た
。
そ
こ
で
ト

レ
ツ
キ
ン
グ
の
参
″加
者
に
協
力
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
全
員
の
賛
同
が
得
ら

れ
百
二
十
冊
の
本
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
持
ち

込
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
の
本
は
十

一
月
二
十
六
日
の
パ

ー
テ
ィ
ー
〈
語
場

（ホ
テ
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
）

ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
席

で
パ
ン
デ
ー
教
授
に
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
本
の
中
に
は
英
文
の
「”
り
”
Ｄ
口
ご
∽―

〓
”
け①
Ｑ
国
コ
ｏく
ｏ
一ｏ
り
①
Ｑ
ご
や
豪
華
な
棟
方

志
功
版
画
集
を
は
じ
め
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
日

本
の
山
の
写
真
集
、
美
術
図
鑑
、
動
植
物

図
鑑
、
日
本
料
理
、
茶
道
、
生
花
、
子
供
　
＞

の
絵
本
に
至
る
ま
で
、
各
人
が
智
恵
を
絞
　
“

っ
た

「こ
の

一
冊
」
が
寄
贈
さ
れ
、
大
変

感
謝
さ
れ
た
。
返
礼
と
し
て
パ
ン
デ
ー
教

授
よ
り
、
同
研
究
セ
ン
タ
ー
で
刊
行
さ
れ

た

「ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
日
本
語
教
育
」

の
英
文
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
パ
ン
デ
ー
教
授
か
ら
こ
れ
ら
の

本
は
研
究
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
、
「利

用
者
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
各
位
に
よ
ろ
し
く
」
と
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
る
。

●
そ
の
後
パ
ン
デ
ー
教
授
か
ら
、
教
授
の

著
書
、
ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
度
地

理
学
な
ど
の
本
四
冊
（「山
」
六
四
五
号
図

書
受
入
報
告
欄
に
記
載
）
が
寄
贈
さ
れ
た
。

（松
田
雄

一
）
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宮
崎
支
部

「
み
や
ざ
き
百
山
」
執
筆
完
了

―
祝
賀
の
タ
ベ
と
記
念
登
山
―

■

一
歩

一
歩
の
低
速
文
化
？

宮
崎
支
部
は
、
昭
和
六
十
年

（
一
九
八

五
）
日
本
山
岳
会
の
二
十
番
目
の
支
部
と

し
て
産
声
を
上
げ
た
。
結
成
時
の
三
大
目

標
の
一
つ
に
「宮
崎
百
山
の
選
定
と
刊
行
」

が
計
画
さ
れ
た
。
作
業
は
カ
タ
ツ
ム
リ
に

も
似
て
遅
々
と
し
た
速
度
で
あ
っ
た
が
着

実
に
歩
を
進
め
、
高
度
を
上
げ
な
が
ら
十

四
年
の
星
霜
を
重
ね
、
よ
う
や
く
山
頂
に

到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

宮
崎
百
山
の
選
定
は
、
県
内
三
百
山
の

中
か
ら
百
六
十
八
山
を
ビ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

百
十
山
に
絞
り
込
ん
だ
。
さ
ら
に
論
議
を

重
ね
て
百
山
と
し
、
執
筆
に
着
手
し
て
、

九
十
五
山
に
到
達
し
た
の
が
平
成
十
年
の

夏
で
あ
っ
た
。

主
筆
の
大
谷
優
支
部
長
と
、
こ
れ
を
支

え
る
セ
ツ
子
夫
人

（会
員
）
の
二
人
三
脚

に
よ
る
現
地
調
査
は
十
数
年
に
お
よ
び
、

ま
さ
に
血
と
汗
の
に
じ
む
山
行
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
山
に
関
す
る
神
話
、
伝
説
、

歴
史
、
文
化
遺
跡
、
民
俗
、
動
植
物
、
地

質
、
自
然
形
態
な
ど
の
調
査
研
究
に
よ
り
、

豊
富
な
資
料
の
集
積
に
よ
っ
て
文
章
は
作

成
さ
れ
た
。

研
究
会
で
は
、
文
章
作
成
の
進
捗
状
況

に
よ
っ
て
毎
月
論
議
を
重
ね
て
い
た
と
こ

ろ
、
地
元
宮
崎
日
々
新
聞
社
が
感
知
。
同

紙
へ
毎
週

一
回

（Ａ
三
判
の
ス
ペ
ー
ス
、

カ
ラ
ー
写
真
三
枚
、
登
山
コ
ー
ス
図
、
文

章
八
百
字
程
度
）
掲
載
し
た
い
旨
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。
宮
崎
支
部
に
お
い
て
検

討
の
結
果
こ
れ
を
了
承
し
、
平
成
十
年
九

月
十
日
か
ら
掲
載
が
開
始
さ
れ
た
。

■
意
外
な
県
民
の
反
響
に
驚
く

文
章
は
エ
ッ
セ
イ
風
に
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
、
そ
の
重
量
感
と
爽
快
感
に
加
え
、

山
と
花
の
写
真
が
評
価
さ
れ
た
。
新
開
発

表
直
後
か
ら
県
民
の
反
応
は
顕
著
で
、
読

者
の
投
稿
欄
に
は

「懐
か
し
く
読
ん
だ
宮

崎
百
山
」、
「写
真
素
晴
ら
し
い
宮
崎
百
山
」、

「健
康
ウ
オ
ー
ク
に
登
山
を
採
り
入
れ
て
」、

「
み
や
ざ
き
百
山
す

っ
か
り
と
り
こ
」
、

「国
見
山
の
写
真
に
す
っ
か
り
魅
了
」
な

ど
数
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
掲
載

さ
れ
た
山
は
登
山
者
が
急
増
し
、
登
山
者

名
簿
を
備
え
る
地
区
ま
で
出
現
し
た
と
い

う
。

こ
の
よ
う
な
県
民
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

あ
っ
て
、
平
成
十
年
十
二
月
三
十
日

「み

や
ざ
き
百
山
」
は
執
筆
を
完
了
し
た
。
こ

れ
か
ら
出
版
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
に
百
花

・
百
想
や
山

。
花
の

写
真
の
選
定
な
ど
に
熱
い
論
戦
が
展
開
さ

れ
よ
う
。

祝
賀
の
タ
ベ
は
、
会
員
二
十
人
が
集
い

一
月
三
十
日
、
綾
照
葉
樹
林
の
一
角
に
あ

る
ホ
ル
ト
山
荘

（住
人

ｏ
本
城
武
会
員
）

の
紅
梅
咲
き
乱
れ
る
庭
で
開
催
し
た
。
大

谷
優
支
部
長
と
セ
ツ
子
夫
人
に
対
し
て
そ

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
感
謝
の
意
を
込
め
て

花
束
を
贈
り
、
カ
ッ
ポ
酒
で
乾
杯
し
、
焼

き
肉
に
舌
鼓
を
打
ち
、
山
の
歌
を
合
唱
し

て
こ
の
快
挙
を
祝
い
、
寒
冷
の
夜
の
更
け

る
の
も
忘
れ
て
い
た

（綾
町
竹
野
公
民

館

ｏ
全
員
宿
泊
）。

明
け
て
三
十

一
日
は
、
綾
照
葉
樹
林
の

真

っ
只
中
に
あ
る
七
熊
山

（九
二
八
メ
ー

ト
ル
）
に
記
念
登
山
で
あ
る
。
陽
光
に
輝

く
シ
イ
、
カ
シ
、
タ
ブ
な
ど
の
生
い
茂
る

自
然
林
や
、
か
つ
て
須
木
村
と
高
岡

・
赤

谷
を
結
ぶ
塩
の
道
で
あ

っ
た
峠
の
俵
集
積

所
跡
を
歩
き
な
が
ら
、
汗
を
拭
く
の
も
忘

れ
て
、
悠
久
に
流
れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
記
念
登
山
と
な
っ
た
。

（井
野
元
繁
）

団
Ｈ
田

八
塩
山
に
登
る

曇
り
空
の
多
い
秋
田
で
も
、
十
一
月
の

文
化
の
日
に
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
こ
の
日

か
ら

一
週
間
ほ
ど
は
菊
花
香
る
さ
わ
や
か

な
秋
空
が
広
が
る
確
率
が
高
い
。
台
湾
に

遠
征
し
た
元
気
組
の
留
守
役
に
回
っ
た
老

年
組
は
、
十

一
月
八
日
、
友
人
知
人
を
誘

っ
て
の
八
塩
山
登
山
で
、
全
国
支
部
懇
談

会
秋
田

・
男
鹿
集
会
以
来
の
山
行
を
楽
し

ん
だ
。

八
塩
山
は
標
高
七

一
三
メ
ー
ト
ル
、
秋

田
県
沿
岸
南
部
の
由
利
郡
東
由
利
町
に
あ

り
、
南
方
に
鳥
海
山
を
目
前
に
眺
め
ら
れ

る
絶
景
の
山
だ
。
山
名
の
由
来
や
信
仰
と

の
結
び
つ
き
は
定
か
で
な
い
が
、
鳥
海
山

の
西
麓
に
あ
る
月
山
、
小
八
塩
山
と
呼
ば

れ
る
里
山
に
は
神
仏
に
か
か
わ
る
伝
承
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
山
と
指
呼
の
間
に
あ
っ
て
、　

＞

し
か
も
稜
線
上
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
　
“

ら
、
何
か
由
緒
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

山
麓
に
は
広
大
な
牧
場
が
広
が
り
、
大

き
な
用
水
ダ
ム
を
中
心
に
し
た
町
民
い
こ

い
の
森
公
園
が
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
も
あ

っ
て
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
。
周

辺
の
斜
面
に
、
春
に
は
山
桜
が
咲
き
誇
り
、

中
で
も
数
本
の
黄
桜
が
観
光
の
日
玉
に
な

っ
て
い
る
。

さ
て
、
三
方
に
あ
る
登
山
口
の
う
ち
、

最
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
風
ピ
ラ
登
山
口
か
ら

十
三
名
、
落
葉
し
た
木
々
の
間
を
縫
っ
て

出
発
し
た
。
難
し
い
コ
ー
ス
で
は
な
い
が
、

支
尾
根
に
取
り
つ
い
た
あ
と
の
約
三
十
分

の
直
登
は
こ
た
え
る
。
そ
れ
で
も
眼
下
の

景
色
が
日
に
入
る
の
で
心
は
弾
む
。

JAC
支部だより

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポー トします。
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や
が
て
、
ブ
ナ
や
ナ
ラ
の
平
坦
な
林
間

に
出
る
と
、
約
十
分
で
頂
上
で
あ
る
。
そ

の
手
前
、
先
ほ
ど
の
小
八
塩
山
へ
の
分
岐

が
あ
る
が
、
途
中
で
途
切
れ
て
、
し
か
も

藪
に
な
っ
て
い
て
縦
走
は
き
つ
い
。
三
角

点
は
こ
の
分
岐
点
そ
ば
に
あ
る
。
頂
上
に

は
古
び
た
八
塩
神
社
社
殿
が
あ
る
が
参
拝

客
の
姿
は
な
く
、
朽
ち
る
に
任
せ
る
状
態

だ
つ
た
。

落
伍
者
も
な
く
、
全
員
が

一
時
間
ほ
ど

で
頂
上
に
立
ち
、
記
念
撮
影
の
あ
と
昼
食
、

し
ば
し
、
下
界
の
喧
騒
を
忘
れ
た
。

（岡
田
光
行
）

ニ
セ

コ

・
目
国
内
岳
雪
洞
登
山

目
国
内
岳

（め
く
ん
な
い
だ
け
、　
一
二

〇
二
メ
ー
ト
ル
）
頂
上
へ
の
稜
線
が
、
濃

い
ガ
ス
の
合
間
か
ら
時
折
う
っ
す
ら
と
姿

を
見
せ
る
。
最
後
の
登
り
が
急
斜
面
に
な

り
、
下
り
の
深
雪
ス
キ
ー
を
楽
し
み
に
さ

せ
て
く
れ
る
が
、
昨
夜
降
つ
た
新
雪
三
〇

セ
ン
チ
の
ラ
ッ
セ
ル
の
疲
労
と
、
表
層
雪

崩
の
心
配
が
大
き
い
。
十
五
名
の
参
加
者

は
ト
ッ
プ
を
交
代
し
な
が
ら
黙
々
と
吹
雪

の
頂
上
へ
向
か
う
。

数
日
前
か
ら
北
海
道
は
大
荒
れ
で
、
国

道
も
地
吹
雪
状
態
。
昨
日

（二
月
六
日
）

の
新
見
温
泉
集
合
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
予

定
通
り
昼
過
ぎ
ま
で
に
全
員
出
発
で
き
た
。

ス
キ
ー
を
着
け
て
も
膝
上
ま
で
の
ラ
ッ
セ

風雪の目国内岳へ参加者全員が登頂

ル
、
加
え
て
ニ
セ
コ
ら
し
か
ら
ぬ
重
い
雪

で
、
久
し
ぶ
り
に
苦
し
い
ラ
ッ
セ
ル
と
な

っ
た
。

一
時
間
半
後
、
枝
沢
の
雪
庇
を
利
用
し

て
雪
洞
を
掘
り
は
じ
め
、
二
時
間
程
度
で

五
、
六
人
用
二
個
が
完
成
。
そ
れ
を
通
路

で
つ
な
ぎ
、
中
央
部
分
を
集
会
場
と
す
る
。

夕
食
の
あ
と
、
中
村
喜
吉
リ
ー
ダ
ー
か
ら

明
日
の
行
動
予
定
と
注
意
が
あ
り
、　
一
月

三
十

一
日
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習

後
に
層
雲
峡
で
墜
落
死
し
た
北
海
道
を
代

表
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー

・
三
和
祐
倍
氏
に
黙

蒔
を
捧
げ
、
彼
の
活
躍
の
足
跡
を
夜
更

け
ま
で
話
し
合
っ
た
。
外
は
ま
だ
雪
が
降

り
続
い
て
い
る
。
雪
洞
か
ら
も
れ
る
ロ
ー

ソ
ク
の
光
が
灯
明
と
な
っ
た
。

二
月
七
日
八
時
、
雪
洞
を
出
発
。
新
見

の
沢
本
流
を
渡
り
、
対
岸
の
山
腹
を
横
断

気
味
に
登
り
、
日
国
内
岳
の
南
面
を
直
接

頂
上
へ
向
か
う
ル
ー
ト
と
し
た
。
頂
上
の

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
十

一
時
と
し
た
が
、

三
十
分
遅
れ
で
全
員
が
そ
ろ

′っ
た
。
吹
雪

の
頂
上
に
長
居
は
無
用
。
下
る
準
備
は
で

き
て
い
る
の
だ
が
、
許
可
が
出
な
い
。
今

回
は

「カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
」
の
取
材
で
大

内
睦
弘
氏
が
参
加
。
写
吉
至
目
景
や
ポ
ー
ズ

に
プ
ロ
の
注
文
が
多
く
、
よ
い
シ
ャ
ッ
タ

ー
が
押
せ
な
い
で
い
る
。
年
寄
り
の
多
い

メ
ン
バ
ー
は
、
ポ
ー
ズ
な
ど
ど
う
で
も
よ

い
連
中
ば
か
り
な
の
だ
。
記
念
写
舌
パの
ス

ナ
ツ
プ
撮
り
も
大
変
で
あ
る
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
深
雪
ス
キ
ー
の
開
始

だ
。
全
員
を
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
思
い
思
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
つ
け
る
。

年
は
取

っ
て
も
さ
す
が
北
海
道
の
岳
人
、

ス
キ
ー
技
術
は
抜
群
で
あ
る
。
丹
羽
、
藤

野
、
榊
田
、
紺
野
、
そ
し
て
紅

一
点
の
お

啓
さ
ん
と
続
き
、
表
斜
面
を
舞
う
よ
う
に

滑
っ
て
い
く
。
成
や
心
す
る
ば
か
り
だ
。

快
調
に
滑
り
下
っ
た
せ
い
か
、
ほ
か
の

登
山
者
の
別
ル
ー
ト
の
ト
レ
ー
ス
に
だ
ま

さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
沢
へ
の
ト
ラ

バ
ー
ス
ル
ー
ト
を
九
〇
度
取
り
違
え
て
し

ま

っ
た
。
し
か
し
深
入
り
せ
ず
、
も
と
の

地
点
に
す
ぐ
戻
っ
た
の
が
幸
い
し
て
、
事

無
き
を
得
た
。
再
度
下
降
の
は
じ
ま
り
。

あ
と
は

一
気
に
雪
洞
を
目
指
す
だ
け
。
新

雪
斜
面
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
木埜
摯
π
に
、
童

心
に
帰
っ
て
ス
キ
ー
に
皿
へす
る
会
員
の
姿

が
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
（桜
井
　
仁
）

饉腱|■豊」ヨL
●第 20巻好 評 発 売 中●

―等三角点の山々
山口ゆき子ノ横山 隆′出柳生雄ノ川越は じめ′

田村姜邦共書

A5版 0310買・定価1000円 (税込)掲載の山 00山

新ハイキング社の一等三角点の山シリーズの三
部作「一等三角点の名山100」 「一等三角点の名山
と秘境」「―等三角点の山々」も発売中
※3冊とも山は■複していません

●日本山岳会選定●話題の本08馴増ロ

日本3田名山ガイド
(東日本編〉〈西日本編〉

市川静子、岡田敏夫、日部紀正   A5版 0=0頁

川越はじめ、廣澤和嘉 共書 定価各16田円(税込)

※著者はすべて日本山岳会会員です

新ハイキング社霞調11¶洞塁
l‖

ぶ√Ⅷl

(9)

北
海
道
支
部

一＝
一＝一＝
一＝
一̈”一

一一一一＝
■
一一一
＝＝＝
一＝
一器
一轟
一

一＝一＝̈
一‐…………‐…………………………一一‥ｉ‥……………・‥………＝＝一一＝
一＝
＝
一

一̈̈̈
¨̈̈
一̈一̈̈一̈一̈一̈̈̈
一̈̈̈̈
一̈一一̈̈̈
¨̈一



山 647-199904020(第三種郵便物認可)

の 一 出 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が支部 とつて お きの 一 山

「
わ
が
支
部
と

っ
て
お
き
の

一
山
」
Ｐ
Ａ

Ｒ

丁

Ⅱ

「
わ
が
支
部
と
っ
て
お
き
の

一
山
」
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
の
大
好
評
に
お
応
え
し
て
、

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
を
掲
載
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
タ
に
も
あ
ま
り
出
て
い
な
い
け

れ
ど
、
春
の
新
緑
、
夏
の
渓
流
、
秋
の
紅
葉
と
、
各
支
部
自
慢
の
山
ば
か
り
。

そ
っ
と
し
て
お
き
た
い
出
で
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。

前
年
に
引
き
続
き
、
晩
餐
会
特
別
企
画
展
と
し
て
平

成
十
年
十
二
月
五
日
の
会
場
に
展
示
し
た
も
の
を
、
会

報
を
通
じ
て
順
次
紹
介
し
て
行
く
予
定
で
す
。
各
支
部

か
ら
会
員
に
向
け
て
の

「山
に
関
す
る
情
報
発
信
」
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
会
員
相
互
の
交
流
促
進
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
の

「と

っ
て
お
き
の

一
山
」
は
上
図
の
と
お
り

で
す
が
、
前
回
よ
り
さ
ら
に
味
わ
い
深
い
山
が
多
く
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
な
が
ら
も
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

山
ば
か
り
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

本
企
画
は
今
回
の
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
を
も
っ
て
終
了
し
ま

す
。
展
示
会
場
で
は
参
加
者
の
関
心
の
深
さ
に
並
々
な

ら
ぬ
も
の
を
感
じ
、
さ
す
が
同
好
の
士
は
お
互
い
見
る

日
に
狂
い
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
会
報
に
掲
載
し
て

か
ら
は
、
全
国
の
会
員
か
ら
の
反
響
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
会
員
以
外
（と
く
に
玄
人
筋
？
）か
ら
の
評
価
も
高

か
つ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
公
開
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
山
が
踏
み

荒
ら
さ
れ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
有
名
に
な
っ
た

と
た
ん
、
ブ
ラ
ン
ド
志
向
の
登
山
者
に
踏
み
荒
ら
さ
れ

て
、
見
る
も
無
残
な
山
に
変
貌
す
る
の
を
見
て
い
る
だ

け
に
、
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ
っ
そ
り
と
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
山
、
派
手
さ
は

な
い
が
心
に
残
る
山
、
そ
こ
を
訪
れ
る
と
心
落
ち
着
く

山
、
誰
も
が
そ
ん
な
自
分

一
人
だ
け
の
山
や
場
所
を
持

っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
は
誰
に
も
知
ら
れ
た
く
な

い
、
独
り
占
め
に
し
た
い
、
で
も
会
員
に
だ
け
は
そ
っ

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
の
が
発
端
で
し
た
。

支
部
長
は
じ
め
支
部
会
員
の
方
々
の
ご
理
解
が
あ

っ
て
、

初
め
て
実
現
し
た
こ
と
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
も

特
段
の
ご
配
慮
を
払

っ
て
登

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（総
務
委
員
　
中
村
　
昭
）

十日日 (北海道支部)

三露山 (秋田支部)

■山 (山形支部)

光

"山
(越後支部)

`

大■山 (青森支部)

用石■ (岩手支部)

ホ引入■山 (宮城支部)

■山 (福島支部)

●■山 (信濃支部)

大久儡山 (山梨支部)

大■日山 (静岡支部)

豪嵐ヶ昌 (石川支部)

取立山 |

饉床山 (

■上山 (

三菫薔

六饉山 (富山支部)

(岐阜支部)

■ケ岳 (東海支部)

(関西支部)

(東九州支部)

上福欄山 (熊本支部)

(宮崎支部)

(10)
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わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わが支部 とつておき

し ょ う ど し ま  おやゆびだけ

颯倅鰈::鞣
::

オリープの島の岩山にはえた巨峰

瀬戸内海国立公園に浮かぶオリーブの島、小豆島。港に近づくと
隆起した丘陵が迫ってくる。登山口の橘にさしかかると、親指をそ
えて握りしめた手のように見える大きな岩場がどっしりと姿を現す。
拇岳がそれである。標高371。4mの千羽ケ岳の前衛として、高度差
約130mの岩峰で、古くから関西や四国などのクライマーたちに親
しまれてきた。岩場は、西壁、正面壁、右岩壁からなり、何本もの
ルートが開かれている。ほとんどが人エルート。
岩場の基部を右へと巻きながら登りつめて行くと、一般の登山コ

ースとなり簡単に拇岳に立つことができる。ここから正面壁や右岩
壁の雄々しい姿を違った角度から見、さらに登山道を登り千羽ケ岳
山頂に立つと、草壁港が指呼の間に見える。

小豆島・拇岳 (約241m)

コースタイム 壺≧ヨ輩登型コ量1量盪塑墜壺
=1型

塗|=:量全三望全二十羽_ケ岳山頂
2 地 図

3 交 通
フ ェ 1

フ ェ 1

田 ―バスで橘ヘ

関西 リー 。1■ 087-851- 1 ス ・T■ 0879-62--121

4 付近の観光地

寒霞渓 :地名の由来はその昔、応神天皇が小豆島に狩 をしたとき、岩角に鉤をかけて
登ったということから、鉤懸、神懸に変化して現在の寒霞渓になったと言われる。凝灰
質の集塊岩が浸蝕されてできた奇峰、奇岩がおびただしく、花商岩、安山岩などに覆わ
れた大岩壁は、秋の紅葉に映えて目を楽しませてくれる。近くには小豆島最高峰の星ケ
城山(817m)がある。
小豆島観光協会 TEL 0879-62-5300

参 考 図 書
の

「日本の山河・天と )

6 問い合わせ先 阪下幸一 (9012)安井康夫 (8494)

蜀:攀晰餞:

展望良好 懇親山行にうってつけ
地図上に三角点記号はあるが、山名表記も破線すらない。山頂か

らの展望もなかった。それが思わぬことから日の目を見ることにな
った。県営葛野川発電所の建設とともに18号鉄塔が山頂に建ち、そ
の余慶にあずかり俄然展望がよくなった。北は一等三角点の黒岳(点

名小金沢山)、 1日 五百円札の裏に描かれた富士山撮影地の雁ケ腹摺
山(がんがはらすりやま)。 目を南に転ずれば、鶴ケ鳥屋山(つるがと
ややま)や滝子山の尾根の上に、三ッ峠を右に従えた富士山を望む。

ルート上に指導標は皆無、入山口の間明野(ま みょうの)金山神社
より西進、切目峠から尾根上の踏み跡を忠実に北上して山頂へ。西
に送電線巡視路を下り、恵能野(え のうの)に 下り、遊仙橋で大月行
きのバスの人となる。山頂は広く20人 くらい車座になれるので、懇
親山行の適地。久保とは山中の小早地を表す地域語である。

お お <ぽ や ま

大久保山 (1241。 7m)

コースタイム ― 恵 :野-30分一遊仙橋
2 地 図 国土地理院発行 | 1//25,000 1地形図 大月、笹三

3 交    通

JR中央線大月駅下車、富士急都留中央バス桑西行き、間明野下車。帰路は同バス遊仙橋
より大月駅へ。(バスは便が少ないのでタクシーが便利)

車 :中央道大月ICよ り国道20号線を西進、真木交差点を右折して登山ロヘ。
(駐車場は遊仙橋際にあり)

4 付近の観光地
温泉 (橋倉温泉、真木温泉)、 富士五湖、岩殿山、滝子山、百蔵山、扇山、九鬼山、高
川山など富士山が見える里山多数あり。

参 考 図 書 日 日 22日 L梨版
6 問い合わせ先 山村正光 (5062)

(11)

国土地理院発行 (1/25,000)地形図 草壁
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の )―・山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つて お き の 一 山 わが支部 とつてお きの一山わが支部とつておきの一山

礫瘍:攀時::

入道雪形の出る山
み ず ひ き に ゅ う ど う さ ん

水引入道出 (1656m)

宮城県には、雪形で知られた山がふたつある。仙北の栗駒山と、

仙南の水引入道である。栗駒山の駒形雪渓はとくに有名で、尻尾を

たなびかせた愛らしい駒形が、その名も御駒ヶ岳の山頂にかかって

現れる。

水引入道は、南蔵王、屏風岳の大障壁の手前に立つ瘤のような山

である。隣の馬の神岳 とともに、普段はあまり目立たない。しかし、

春になると現れる人形の雪融け紋様は “水引入道"と 呼ばれて、田

に水を引く目安として山麓一帯の人々に親しまれている。蔵王の中

の春を告げる山だ。

コースタイム スキー 日

2 地 図

3 交 通
JR東北本線白石駅から神嶺バス停まで宮崎交通バスで50分 (本数は少ない)。 車は白石ス

キー場からジャンボリーコース登山口まで入れる(数台分の駐車スペースあり)。

4 付近の観光地

参 考 図 書
6 問い合わせ先 柴崎徹 (7018) 三宅泰 |

:攀鰺:疑瘍囃::

南アルプス深南部の盟主
だ い む げ ん ざ ん

大無間出 (2329m) 南アルプスの光岳から南東に派生した支脈に、大きく重量感あふ

れる山がある。深南部の盟主ともいえる一等三角点の大無間である。

静岡県榛原郡本川根町と静岡市の境にある。山名は井川集落の方言

「眉間=む くん」が山容を見立てて転訛 したもので、絶え間なく

山々が続くことを意味している。

大無間山への登路は2コ ースある。ひとつは寸又峡温泉から村道

を約20km歩 き、大樽沢から登るコース。もうひとつは井川の田代

集落から鋸歯―小無間山を経て大無間山に達するコースである。大

無間山の山頂にある一等三角点の標石は大井川の玉石であることが、

支部の水野公男会員によって昭和32年に確認された。全国的にも貴

重である。

コースタイム 1 社-5時 間山

2 地 図 国土地理院発行 (1/25,000
3 交 通 ヾス で た道バス 01■ 054-252-0505

4 付近の観光地
井川ダム、田代温泉、南アルプス

静岡市役所 0井川支所 TEL 054-260 -2211

5 参 考 図 書
「日本300名 山」(新ハイキング社刊)

「静岡県の山」(静岡新聞社刊)

6 問い合わせ先 廣澤和嘉 (11159) 水野公男 (5534)

(12)

畑薙湖、井川
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わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わが支部 とつておき

う ん ぜ ん  ふ げ ん だ け

:魏鋏椰勒
平成の新山観賞長崎県雲仙出系 長崎県島原半島にそびえる雲仙山系は、春の新緑、夏の青葉、秋

の紅葉、冬の霧氷、ミヤマキリシマやシロドウダンツツジの群落、

原生沼植物群落 (国指定天然記念物)な どのため、昭和9年 に瀬戸

内海、霧島とともに、わが国最初の国立公園に指定された。

しかし、平成2年 11月 17日 雲仙山系主峰の普賢岳が198年ぶりに

噴火、新たに標高1486mの平成新山が誕生した。噴火活動時期は登

山禁止だったが、噴火活動が沈静化するにつれ、妙見岳、国見岳の

登山禁止が解除され、平成10年 4月 には1359mの普賢岳登山も再開

された。登山再開とともに、以前に増して登山や自然愛好者、家族

連れなどで県内外から、多数の登山者でにぎわっている。

雲仙普賢岳 (1359m)

コースタイム 池の原駐車場-30分一仁田舟■-30分一妙見岳-20分一国見別れ-40分一普賢岳
2 地 図 国土地理院発行 (1/25,000 1地形図 島原、雲仙、愛野、肥前小浜

3 交    通

JR長崎駅前バスターミナルから雲仙行 き特急バスで約1時間30分。

JR諌早駅前バスターミナルから雲仙行 き特急バスで約1時間。

車利用なら、小浜町、国見町、島原市経由の道路が完備されている。

4 付近の観光地

雲仙地獄 :雲仙中心街の地獄地帯は見る者を圧倒する。
ビジターセンター :地獄地帯横にあり、雲仙の自然や歴史を知るうえで有効。

大衆浴場 :小地獄の浴場は、地獄の乳白色温泉源湯を用いていて人気がある。
雲イ山観光協会・肌 0957-73-3434

参 考 図 書
「長崎県の山歩き」「マイカーで行く 九州100山峰」(葦書房刊)

「アルペンガイド 九州の山」「分県登山ガイド 長崎県の山」(山 とli実谷社刊)

6 問い合わせ先 下田泰義 (8523)

や け い し だ け

:攀鰈隋鰈:

湿原の花と豊かなプナの原生林
焼石連峰は岩手県西南部に位置し、栗駒国定公園に属する山々で

ある。主峰焼石岳をはじめとして、穏やかな山容姿を呈しているが、

そのなかに重厚な山のたたずまい・豊かな雪田・広大なお花畑など、

すべてがおっとりしていて一見平凡な東北の山という感が深い。

焼石岳の山腹一帯には、大小さまざまな池沼が点在している。ブ

ナを主とした原生林に囲まれた池沼は、碧玉にも似た美しさがあり、

それを取り巻く湿原には、高山植物が咲き乱れ、登山者の憩いの場

となっている。

焼石岳 (1548m)

コースタイム

中沼コース :新幹線―水沢・江刺駅から登山口までタクシーー1時間10分、水沢駅一登

山ロータクシー1時間―中沼登山ロー30分一中沼-20分一上沼-50分一銀名水避難小屋

-50分一姥石平-30分一焼石岳-1時間10分一銀名水-1時間20分一中沼口  (他に本
コースとしてのツブ沼コースあり)

2 国土地理院多 1 25

3 交 通

JR東北新幹線水沢 。江刺駅、またはJR東北本線水沢駅下車、岩手県交通バス (水沢営業

所・肌 0197-24-7413)水沢駅通り～馬留行き、終点ひめかゆ温泉下車。その先登山

口までの交通手段はないので、自家用車かJR各駅からタクシー利用がよい。

4 付近の観光地

水沢市 :高野長英記念館、後藤新平記念館、斎藤賞記念館、奥の正法寺、武家住宅、埋

蔵文化財調査センター、国立天文台地球回転研究系水沢観測センター、黒石寺

水沢市商工観光課・肌 0197-24-2111 水沢観光協会・肌 0197-22-7800
胆沢町 :徳水園 胆沢町観光担当係(経済課)・ 肌 0197-46-2111
江刺市 :藤原の郷 平泉町 :毛越寺、中尊寺

5 参 所・ 図 書

6 問い合わせ先 小野寺正英 | 7793) 近藤有慶 17771 1 菊池修身 ( 6275

(13)

地 図

(岩手 日報社刊 )



山 647-199904・ 20(第 三種郵便物認可)

わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わが支部とつておきの一山わが支部とつて

こ う さ ぎ さ ん

::攀:::攀餞:::難 ::::

比叡山延暦寺座主慈覚大師開出 光兎山は新潟県岩船郡関川村の北東に位置し、貞観3年 (891)の 開
山以来、修験道の山であった。麓の宮前集落には光兎神社もある。山

名は、光兎山、香鷺山、光鷺山、鴻鷺山とあり、いずれも「こうさぎ」
と読ませるが、春の残雪期、頂上直下に兎の姿をした雪形が現れるこ

とから、現在では、光兎山の山名で親しまれている。

光兎山は、三角錐形の山で、標高はさほどないが、独立峰のため山

頂からの展望はよく、地元笏肝究には最適の山である。その昔、日本海
を往来する船頭は、この山を位置確認の日標にしたほど、遠くからで

も頂が確認できる。近年は登山目的の老若男女でにぎわっている。

光兎出 (966。3m)

コースタイム
中束-30分一林道登山ロー30分一主稜分岐点-30分一虚空峰-20分一観音峰-50分一

雷峰-60分一頂上 (下 山路 も登路と同じ)

2 地 図 国土地理院発行 (1/25,000地 形図) 越後下関、舟渡

3 交 通

JR米坂線越後下関駅下車、中東へ (定期バスは便数が少ないのでタクシー=関 タクシ
ー・肌 0254-64-2111=で 20分、2800円 程度 )。

車はR7を坂町で R l13へ、関川村大島でR290に 移 り、村上方面に進み、宮前集落から

県道を進み登山口の中東集落へ。

4 付近の観光地
温泉 :え ちごせきかわ温泉郷 (4温泉あ り)村営温泉|ゆ ―む」 (道の駅すぐ)

観光 :国指定重要文化財「渡辺家」、「佐藤家」 (道 の駅近 くにある)

関川村役場観光課 e肌 0254-64-1441

参 考 図 書
藤島玄著「越後の山旅」(富士波出版社刊)

関川村編「山岳渓流地図」F登山のご案内」
6 問い合わせ先 平田大六 (5804)横山征平 (12270)

:難餞黎::::灘

静寂さを今も残す名山
御座山は群馬、埼玉両県境に近い東信濃にあり、佐久地方から西上

州にかけての最高峰。頂上北側に立派な岩壁を有する見事な山容だが、

登山者は少なく、真に静かな心洗われる山である。

林道終点より落葉松の谷間を歩き、山毛欅、栃などの原生林を抜け
ると不動の滝 (唯一の水場)。 さらに進むと石楠花の群生地に鎖場が

ある。これを過ぎた鞍部の手前から岩壁を従えた見事な山頂が姿を現
す。北相木村からの道との合流点から急登を登ると頂上に着く。

眼下に御陵山、天狗山、その奥に甲武信、金峰、瑞惜などの山々、さ

らに八ヶ岳、北アルプスから浅間山、西上州の山々まで遮るもののな
い大展望が得られる。6月 上旬、山稜を彩る石楠花は圧巻。

お ぐ ら さ ん

御座山 (2112m)

コースタイム 林道終点(道標あり)-40分一不動の滝-30分一鎖場-20分一金沢のコルー20分一御座山

地 図
国土地理院発行 (1/25,000)地形図 信濃中島、御所平
昭文社発行 山と高原地図 (1/60,000)西上州、妙義

3 交    通

JR信濃川上駅-10km一 馬越峠-9km一 南相木村中島
JR小諸駅-1lkm一 南相木村中島-4km一栗生バス停-1。 7km一林道終点登山口

南相木村中島には役場がある。小諸、栗生間は村営バスがあるが便数は少ない。

4 付近の観光地

立原高原オー トキャンプ場 :南相木村

大深山遺跡 :国内で最高所 (1300m)に 位置する縄文遺跡

廻 り目平キャンプ場 :金峰山、小川山登山口 (近 くの尾根岩はロッククライミングのゲ

レンデになっている)

5 参 考 図 書
深田クラブ編「日本200名 山」1御座山の頂」 (昭文社刊)

藤本一美、田代博編著「展望の山旅」(実業之日本社刊)

6 問い合わせ先 田村佐喜子 (4801)鳥橋祥子 (10020)金子丞二 (6511)

(14)
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「
数

値

地

図
」

講

演
会

話
題
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た

「数
値

地
図
」
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
知
識
と
、

ど
ん
な
こ
と
が
利
用
可
能
な
の
か
を
テ
ー

マ
に
、
講
演
会
が
二
月
二
十
四
日
、
本
会

ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

数
値
地
図
は
国
土
地
理
院
が
既
存
の
地

図
情
報
を
数
値
化
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
。
従
来

の
紙
地
図
と
の
大
き
な
違
い
は
、
目
的
に

応
じ
た
自
分
な
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
地
図
が

作
成
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
整
理
や
保
管

が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

は
じ
め
に
講
師
の
小
堀
昇
氏

（日
本
地

図
セ
ン
タ
ー
地
図
研
究
所
）
が
、
デ
ー
タ

の
作
成
方
法
や
種
類
、
メ
ッ
シ
ュ
番
号

（地
域
を
示
す
コ
ー
ド
番
号
）
の
説
明
な

ど
基
本
的
な
内
容
を
説
明
さ
れ
た
。

続
い
て
田
代
博
氏
（筑
波
大
付
属
高
校
）

が
数
値
地
図
を
利
用
し
て
で
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
使
い
方
の
実
例
を
紹
介
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
通
信
上
で
流
通
し
て
い
る
無
料
や
小

額
で
使
え
る
ソ
フ
ト
で
鳥
腋
図
や
ル
ー
ト

図
を
作
成
し
た
り
、
特
定
の
山
が
ど
こ
か

ら
肉
眼
で
見
ら
れ
る
か
を
見
出
し
た
り
、

工
夫
次
第
で
面
白
い
使
い
方
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
小
型
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
で
モ
ニ

タ
ー
を
見
な
が
ら
登
山
を
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
い
ま
や
地

図
は
紙
の
上
で
見
る
時
代
で
は
な
い
と
納

得
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
バ
ー
チ
ャ
ル

登
山
も
よ
リ
リ
ア
ル
に
な
り
、
あ
た
か
も

現
地
に
い
る
か
の
よ
う
な
視
界
を
得
る
こ

と
も
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

技
術
の
進
展
と
と
も
に
、
山
登
り
そ
の

も
の
も
大
き
く
変
革
し
て
い
る
さ
な
か
、

数
値
地
図
も
今
後
思
い
も
寄
ら
な
い
使
い

方
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
感
じ
た
。
参
加

者
二
十
五
名
。
　
　
　
　
　
（近
藤
善
則
）

雪
崩
ビ
ー
コ
ン
講
習
会
を
開
催

平
成
十
年
度
学
生
部
指
導
委
員
会
最
終

事
業
と
し
て
、　
一
月
十
五
、
十
六
の
両
日
、

「雪
崩
ビ
ー
コ
ン
講
習
会
」
が
、
栂
池
神

の
田
圃
の
早
大
ヒ
ュ
ツ
テ
で
開
か
れ
た
。

参
加
者
は
関
西
二
校
の
学
生
を
含
め
、
二

十
四
名
。
雪
の
降
り
続
く
高
曇
り
の
中
、

学
生
部
ブ
ー
タ
ン
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
を
中

心
に
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
は
、
率

先
し
て
十
字
法
、
電
波
方
位
法
、
埋
没
体

験
、
搬
出
訓
練
な
ど
に
励
む
。
監
督
、
コ

全員雪まみれで研修に励む

―
チ
、
学
生
と
も
、
雪
ま
み
れ
の
一
団
と

な
り
、
二
日
間
の
意
義
多
い
講
習
会
を
無

事
終
了
し
た
。

例
に
よ
っ
て
夕
食
後
の
懇
親
会
は
、
Ｏ

Ｂ
主
導
の
山
の
歌
唱
大
会
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

（法
政
大
学
山
岳
部
監
督
　
鳥
居
和
雄
）

奥
武
蔵

・
竹
寺
山
行

二
月
恒
例
の
奥
武
蔵
山
行
が
竹
寺

一
泊

で
行
わ
れ
た
。
六
日
、
西
武
池
袋
線
飯
能

駅
下
車
、
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
竹
寺
に

向
か
う
。
夕
刻
の
ひ
と
と
き
、
竹
林
や
本

殿
な
ど
山
内
を
散
策
。
鐘
楼
の
あ
る
展
望

台
に
登
る
と
、
名
栗
川
を
隔
て
た
対
岸
に
、

棒
の
折
山
、
蕎
麦
粒
山
、
有
間
山
、
蕨
山

な
ど
の
山
稜
が
入
り
日
に
照
ら
さ
れ
て
、

鐘
の
音
が
山
里
に
響
く
。

本
坊
の
食
卓
に
は
山
菜
精
進
料
理
が
並

べ
ら
れ
て
い
た
。
竹
寺
の
精
進
料
理
は
春

と
秋
だ
け
で
、
こ
の
時
期
は
特
別
扱
い
で

あ
る
。
こ
れ
は
大
野
住
職
と
坂
倉
さ
ん
の

五
十
年
来
の
付
き
合
い
に
よ
る
も
の
で
、

二
十
二
回
続
い
て
い
る
。

住
職
の
説
明
を
聞
き
、
竹
筒
の
薬
湯
を

賞
味
し
て
い
る
と
、　
一
大
事
発
生
。
副
住

職
が
「火
事
だ
」
と
叫
ぶ
。
見
る
と
裏
山
に

あ
る
本
殿
に
火
柱
。
雨
が
降
ら
ず
異
常
乾

燥
中
、
瞬
く
間
に

一
面
火
の
海
。
山
寺
の

こ
と
、
街
と
離
れ
て
い
る
た
め
消
防
車
の

放
水
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
。

十
七
時
五
十
分
、
柱
が
崩
壊
し
、
屋
根

が
落
ち
て
、
江
戸
初
期
の
建
造
と
伝
え
ら

れ
る
本
殿
牛
頭
天
王
本
宮
は
、
本
尊
と
と

も
に
焼
失
し
た
。
火
は
付
近
の
枯
葉
や
樹

木
に
延
焼
し
た
が
、
山
火
事
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
昨
年
、
屋
根
を
吹
き
替
え
　
＞

た
本
坊
も
無
事
で
、
ほ
か
に
被
害
は
な
い
。　
に

風
が
な
か
っ
た
の
が
幸
い
だ
っ
た
。
境
内

は
警
察
と
消
防
で
騒
が
し
い
。
食
事
も
中

断
し
、
宿
坊
に
移
動
し
た
。

悪
夢
の

一
夜
が
明
け
て
静
け
さ
が
戻
る

翌
朝
、
風
も
な
く
快
晴
、
予
定
通
り
出
発

し
た
。
豆
口
峠
を
経
て
植
林
帯
を
登
る
と
、

展
望
が
よ
く
明
る
い
尾
根
道
と
な
る
。
伊

豆
ヶ
岳
分
岐
を
過
ぎ
て
子
の
権
現
に
着
く
。

珍
し
い
正
六
角
形
の
畳
の
部
屋
を
拝
観
、

健
脚
祈
願
を
し
て
下
山
し
た
。

途
中
、
浅
見
茶
屋
で
手
打
ち
う
ど
ん
を

食
べ
て
解
散
。
直
接
組
と
吉
田
山
経
由
組

に
分
か
れ
て
、
と
も
に
吾
野
駅
か
ら
帰
途

に
つ
い
た
。
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ク
ラ
ブ
合

同
、
参
″加
者
二
十
四
名
。
（田
久
保
勇
治
）
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東

西
南
北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
六
枚
で
お

願
い
し
ま
す
）

イラスト 野田四郎

ノ●I

へ、、
“
▲ハ)午′ノ́

赤
シ
ャ
ツ
今
昔
物
語

神
谷
恭
平

昔
の
話
、
赤
シ
ャ
ツ
誕
生
の
経
緯
は
昨

年
の

「山
岳
」
に
山
田
二
郎
氏
が
、
名
筆

で
佐
藤
久

一
朗
さ
ん
の
た
ぐ
い
希
な
人
と

な
り
を
描
い
て
い
る
な
か
で
、
「還
暦
会

の
赤
い
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
」
と
し
て
あ

ま
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介
し
て
い
る
。

さ
て
今
の
話
、
赤
い
セ
ー
タ
ー
は
赤
シ

ャ
ツ
と
名
を
変
え
、
会
の
中
で
は
赤
シ
ャ

ツ
土
曜
会

（三
十
四
名
）
と
し
て
わ
ず
か

に
命
脈
を
保
っ
て
い
る
。

私
は
少
し
で
も
会
員
増
強
を
と
の
願
い

か
ら
、
某
日
事
務
局
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

即
座
に
年
代
別
の
会
員
数
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
。
曰
く
十
代

一
、
二
十
代
七
十
九
、

三
十
代
三
百
八
十
六
、
四
十
代
八
百
三
十

七
、
五
十
代
千
九
百
十
九
、
六
十
代
な
ぜ

か
同
数
の
千
九
百
十
九
、
七
十
代
五
百
八

十
六
、
八
十
代
百
四
十
八
、
九
十
代
二
十

一
、
百
歳
が
お

一
人
、
計
五
千
七
百
七
十

九
名
だ
。
赤
シ
ャ
ツ
有
資
格
者
二
千
六
百

五
十
七
名
は
な
ん
と
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

明
ら
か
に
老
齢
化
し
て
い
る
。
平
均
年
齢

で
も
五
十
八
歳
で
あ
る
。

我
が
家
に
は
赤
シ
ャ
ツ
が
二
着
あ
る
。

一
着
は
亡
父
の
遺
品
で
妻
が
愛
用
し
て
い

る
。
私
の
分
に
は
悲
し
い
思
い
出
が
あ
る
。

赤
シ
ャ
ツ
を
実
費
で
編
ん
で
く
だ
さ
る
方

が
何
年
も
見
つ
か
ら
ず
、
こ
の
美
し
い
風

習
を
絶
や
す
ま
い
と
坂
倉
登
喜
子
さ
ん
の

ご
努
力
で
、
先
生
の
山
行
助
手
、
沼
田
敬

子
さ
ん
が
そ
の
役
を
買

っ
て
出
ら
れ
た
。

私
が
そ
の
第

一
号
を
お
願
い
し
、
立
派
に

出
来
上
が
っ
た
そ
れ
を
着
用
し
て
、
あ
る

会
で
ご
披
露
し
た
。
彼
女
も
そ
の
場
で
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
張
り
切
っ
て

お
ら
れ
た
。
そ
の
笑
顔
が
ま
さ
か
、
旬
日

後
彼
女
は
急
逝
さ
れ
た
の
だ
。

私
の
シ
ャ
ツ
が
最
初
で
最
後
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
今
、
私
は
そ
の
シ
ャ
ツ
を
着

て
こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、

ま
だ
編
ん
で
く
だ
さ
る
方
は
見

つ
か

っ
て

い
な
い
。

モ
ロ
ッ
コ
の
旅
雑
詠伊

佐
九
三
四
郎

北
ア
フ
リ
カ
の
最
高
峰
ト
ウ
ブ
カ
ル
山

を
偵
察
し
、
カ
ス
バ
街
道
を
走
る
。
サ
ハ

ラ
砂
漠
入
国
の
砂
丘
を
歩
き
、
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
や
ラ
バ
ト
の
都
会
に
貧
富
の
差
を
見
、

世
界
遺
産

・
カ
ス
バ

（要
塞
）
の
村
の
い

く
つ
か
を
訪
ね
る
。
イ
ス
ラ
ム
寺
院

・
モ

ス
ク
の
美
し
い
塔
に
も
増
し
て
、
長
大
な

ア
ト
ラ
ス
山
系
の
雪
の
白
さ
が
印
象
に
残

る
旅
だ

っ
た
。
次
ぎ
は
ト
ゥ
ブ
カ
ル
の
頂

に
立
ち
た
い
。

ト
ゥ
ブ
カ
ル
は
姿
見
せ
ね
ど
ア
ト
ラ
ス
の

峠
越
ゆ
る
日
心
楽
し
も

訂
調
モ
ン
ド
白
き
花
咲
く
ト
ド
ラ
谷
高
き

断
崖
水
は
温
ま
ず

一
文
字
横
に
引
き
た
る
ア
ト
ラ
ス
は
母
な

る
恵
み
オ
ア
シ
ス
の
村

見
は
る
か
す
荒
野
に
引
け
る
白
眉
あ
り
冬

日
風
な
く
ま
ど
ろ
み
て
を
り

ひ
た
走
る
ア
ト
ラ
ス
の
麓
果
て
し
な
き
石

の
原
ゆ
く
酪
駐
あ
り
け
り

オ
ア
シ
ス
の
流
れ
に
濯
ぐ
女
あ
り
子
等
も

茂
み
に
布
干
し
て
を
り

あ
ま
り
に
も
揺
る
る
酪
駐
の
背
の
上
で
月

の
砂
漠
は
唄
は
ざ
り
け
り

日
の
出
づ
る
砂
丘
の
彼
方
に
故
国
あ
り
我

等
が
メ
ッ
カ
に
祈
り
捧
げ
む

白
き
花
梅
か
桜
か
ふ
る
さ
と
を
ふ
と
思
は

す
る
カ
ス
バ
遺
跡
に

白
き
町
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
を
過
ぎ
ゆ
き
て
赤

き
都
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
見
ゆ

外
人
部
隊
白
き
服
着
て
過
ぎ
ゆ
き
し
カ
ス

バ
の
道
に
何
問
い
か
け
む

今
西
壽
雄
さ
ん
の
散
骨

宗
責
慶
子

二
月
十
二
日
の
カ
ト
マ
ン
ズ
は
春
の
陽

気
で
す
。　
一
九
九
六
年
、
ナ
ガ
ル
コ
ツ
ト

の
丘
に
葬
っ
た
今
西
壽
雄
さ
ん
の
遺
骨
を
・

マ
ナ
ス
ル
周
辺
に
散
骨
す
る
こ
と
に
な
り
。

ま
し
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ヘ
リ
で
飛
来
さ
れ
た

宮
原
貌
さ
ん
と
合
流
し
て
、
今
西
芳
子
さ

ん
と
私
は
ナ
ガ
ル
コ
ッ
ト
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

カ
カ
ニ
の
丘
、
段
丘
の
幅
が
狭
ま
る
と
、

(16)
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白
く
輝
く
ラ
ン
タ
ン
リ
ル
ン
、
青
空
の
中

の
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
、
ブ
リ
ガ
ン
ダ
キ
が
大
き

く
曲
が
り
込
ん
で
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
が
迫
り
、

サ
マ
の
集
落
も
真

っ
白
で
す
。
マ
ナ
ス
ル

氷
河
の
末
端
の
氷
河
湖
は
鉛
色
で
堅
そ
う
。

マ
ナ
ス
ル
の
先
端
か
ら
雪
煙
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
宮
原
さ
ん
が
ヘ
リ
の
左
側
の
小

窓
を
開
け
て
、
土
に
還
っ
た
お
骨
と
遺
髪

の
袋
を
開
け
ま
し
た
。

「お
じ
い
ち
ゃ
ま
と

一
緒
に
」
と
お
孫
さ

ん
が
焼
か
れ
た
小
指
の
爪
ほ
ど
の
内
裏
様
、

官
女
、
大
臣
、
五
人
囃
子
、
仕
丁
が
、
茶

色
の
粉
と
と
も
に
マ
ナ
ス
ル
の
空
に
飛
び

ま
し
た
。
「
ア
ッ
」
と

一
瞬
息
が
止
ま

っ

た
感
じ
。
お
線
香
を
投
げ
、
お
好
み
の
お

酒
も
撒
き
ま
し
た
。
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
の

際
、
今
西
さ
ん
に
同
行
し
た
ギ
ャ
ル
ツ
ェ

ン

ｏ
ノ
ル
ブ
さ
ん
や
こ
の
周
辺
で
亡
く
な

ら
れ
た
岳
友
が
、
相
集
っ
て
賑
や
か
な
酒

盛
り
が
は
じ
ま
っ
た
で
し
よ
う
か
。

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
が
見
え
る
と
、
機
は
大

き
く
旋
回
し
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
か
い
ま

し
た
。
安
堵
な
さ
っ
た
の
か
、
睡
む
芳
子

さ
ん
の
背
に
陽
光
が
注
い
で
い
ま
し
た
。

二
月
十
三
日
朝
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に

ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
さ
ん
の
遺
児
、
ニ
マ
・

線香を供える今西夫人 ラ

モ
、
ラ
ク
パ

・
ノ
ル
ブ
さ
ん
姉
官弟
が
見
え

ま
し
た
。
昨
秋
、
お
母
さ
ん
の
ベ
ン
バ

・

リ
タ
さ
ん
も
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
さ
ん
の
も
と

に
旅
立
た
れ
た
由
で
、
ご
冥
福
を
祈
る
ば

か
り
で
し
た
。

夜
は
ホ
テ
ル

・
ヤ
ク
ア
ン
ド
イ
エ
テ
ィ

で
催
さ
れ
た
堺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
今

西
記
念
奨
学
金
の
第

一
回
授
与
式
に
参
加

し
、
あ
わ
た
だ
し
く
カ
ト
マ
ン
ズ
に
さ
よ

な
ら
を
し
ま
し
た
。

ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
と
の

一
日

川
見
博
美

ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
を
案
内
し
て
清
水
寺
の

見
学
を
終
え
、
車
を
置
き
に
い
っ
た
ん
帰

宅
。
今
夜
の
歓
迎
会
場
、
京
都
駅
前
の
京

阪
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
時
は
既
に
講
演
は
始

ま
っ
て
い
た
。
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
初
登
頂
の
平

井

一
正
氏
が
、
こ
の
夏
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
の

麓
ま
で
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド

を
映
写
。
い
よ
い
よ
、
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
歓

迎
の
宴
が
始
ま
る
。

乾
杯
、
挨
拶
、
歓
迎
の
辞
、
内
田
昌
子

さ
ん
の
花
束
贈
呈
…
…
。
京
都
支
部
と
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｋ
で
急
遠
計
画
し
た
た
め
三
十
名
ち

ょ
っ
と
の
参
加
者
数
だ
が
、　
一
九
五
八
年
、

同
じ
時
期
に
同
じ
氷
河
で
、
ガ
ッ
シ
ャ
ブ

ル
ム
Ⅳ
峰

（七
九
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
初
登

頂
の
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
と
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ

（七
六
五
四
メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂
の
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ
の
隊
員
が
交
流
以
来
四
十
年
ぶ
り
の

再
会
で
あ
り
、
談
笑
の
渦
と
拍
手
が
部
屋

中
に
広
が
る
。

司
会
の
高
村
さ
ん
は
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
隊

の
一
番
若
い
隊
員
で
あ
っ
た
が
、
今
や
京

都
大
学
名
誉
教
授
の
農
学
博
士
。
し
か
し
、

そ
ん
な
堅
い
雰
囲
気
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ

な
い
軽
妙
な
話
術
で
宴
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
て
い
く
。
そ
の
高
村
さ
ん
が
私
に
近

寄
っ
て
き
て
、
清
水
寺
で
サ
イ
ン
を
も
ら

つ
た
い
き
さ
つ
を
話
す
よ
う
に
、
と
言
う
。

面
映
ゆ
い
思
い
で
ボ
ナ
ッ
テ
イ
氏
の
隣
に

立
ち
、
「わ
が
山
々
へ
」
に
感
銘
を
受
け
、

拙
著
に
サ
イ
ン
を
い
た
だ
い
た
経
過
を
報

告
す
る
。
「本
を
書
い
た
こ
と
の
責
任
を

感
じ
る
」
と
言
う
彼
の
言
葉
に
、
身
を
削

っ
て
文
章
を
書
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
精

神
を
垣
間
見
た
思
い
だ
つ
た
。

最
後
に
岩
坪
五
郎
氏
の
音
頭
で

「山
の

大
尉
」
の
合
唱
が
始
ま
っ
た
。
深
田
久
弥

の

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
」
、
桑
原
武
夫
の

「チ
ョ
ゴ
リ
ザ
登
頂
』
、
加
藤
泰
安
の

「森

林

ｏ
草
原

・
氷
河
」
な
ど
に
イ
タ
リ
ア
隊

と
の
歌
の
交
流
が
書
か
れ
て
い
て
、
読
む

側
の
私
は
そ
の

一
節
に
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
隊
の

溌
刺
た
る
若
さ
を
感
じ
た
も
の
だ
が
、
今

や
当
時
の
隊
員
は
、
学
会
の
泰
斗
、
斯
界

の
権
威
と
し
て
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
人

た
ち
ば
か
り
だ
。
そ
ん
な
彼
ら
と
ボ
ナ
ッ

テ
ィ
氏
の
心
が

一
つ
に
つ
な
が
っ
て
合
唱

の
歌
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
カ
ラ
コ
ル

ム
の
氷
河
の
思
い
出
が
四
十
年
間
熟
成
さ

れ
て
、
い
ま
芳
醇
な
香
り
が
部
屋
い
っ
ぱ

い
に
漂
っ
て
い
る
…
…
。
当
事
者
な
ら
ず

と
も
彼
ら
の
心
中
を
思
う
と
、
い
く
ば
く

か
胸
に
込
み
上
げ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

記
念
撮
影
を
し
て
宴
は
終
わ
っ
た
。
私

に
と
っ
て
も
満
ち
足
り
た

一
日
で
あ
っ
た
。

ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
の
警
咳
に
接
す
る
機
会
を

与
え
ら
れ
た
こ
と
は
忘
れ
得
な
い
思
い
出

と
な
る
だ
ろ
う
。
山
に
行
か
な
い
日
は
書

棚
の
前
で
、
本
を
枕
に
山
の
本
を
読
む
の

が
私
の
一
番
好
き
な
時
間
だ
が
、
こ
れ
か

ら
は

「わ
が
山
々
へ
」
を
手
に
し
た
時
、

自
著

『雪
の
尾
根
　
読
書
の
山
」
も
取
り

出
し
て
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
と
の
遅
近
の
日
を

思
い
起
こ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
今
か
ら

も
う
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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図 書 紹 介
大
垣
山
岳
協
会
・
編

『美
濃
の
山
』

一
～
三
巻

本
誌
で
も
紹
介
さ
れ
た
森
本
次
男
著

『樹
林
の
山
旅
」
は
東
海
以
西
人
に
と

っ

て
、　
一
種
呪
術
的
な
響
き
を
持

っ
て
い
る
。

だ
か
ら
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
本
の

題
名
に
使
用
す
る
と
問
題
と
な
る
こ
と
が

多
い
。

本
書
は
美
濃
と
越
前

・
近
江
に
ま
た
が

る
両
白
山
地

一
帯
の
山
塊
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
森
本
氏
が

「奥
美
濃
」
と
名
づ
け

た
地
域
で
あ
る
。
奥
美
濃
に
な
ぜ
越
前
の

荒
島
岳
や
、
近
江
の
横
山
岳
が
入
る
の
か

と
い
う
論
議
は
昔
か
ら
あ
る
が
、
「奥
美

濃
」
の
語
感
は
好
ま
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
大
垣
山
岳
協
会
が

「美
濃
の
山
」 イラス ト 陣谷益雄

と
し
て
第

一
巻

・
揖
斐
川
水
系
の
山
、
第

二
巻

・
長
良
川
水
系
、
第
三
巻

ｏ
木
曽
川

水
系
と
日
ご
ろ
慣
れ
親
し
ん
だ
山
々
の
登

山
記
録
の
収
録
な
ど
約
二
百
山
を
集
成
さ

れ
る
に
つ
き
、　
一
部
飛
騨
の
山
が
含
ま
れ

る
の
に
は
水
系
と
い
う
概
念
で
見
事
ク
リ

ア
さ
れ
て
く
る
の
は
さ
す
が
で
あ
る
。

典
型
的
な
道
の
な
い
藪
山
を

″
道
の
な

い
山
と
は
ど
こ
か
ら
で
も
登
れ
る
山
〃
と

感
得
し
、
長
年
に
わ
た
り
ゆ
る
ぎ
な
い
実

践
を
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
結
実
し
て

い
る
。
地
名
採
集
な
ど
地
味
な
仕
事
も
丹

念
に
な
さ
れ
、
単
な
る
記
録
集
で
な
く
研

究
書
の
領
域
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
の

は
、
編
者
の
熱
意
が
並
の
も
の
で
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
巻
末
に
概
念
図
と
山

名
索
引
が
あ
る
の
も
親
切
で
、
読
者
が
登

り
た
い
山
を
容
易
に
探
し
出
す
こ
と
が
で

き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（西
尾
寿

一
）

一
九
九
六
～
九
八
年
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
発
行
　
二
千
三
百
円
～
二
千
五
百
円

丸
山
直
樹
・
著

『ソ
ロ
　
単
独
登
攀
者

山
野
井
泰
史
』

山
野
井
泰
史
―
上
九
六
五
年
四
月
二
十

一
日
生
ま
れ

（東
京
都
足
立
区
）
、
身
長

一
六
六
セ
ン
チ
、
体
重
五
六
キ
ロ
、
街
で

は
瞳
が
キ
ラ
リ
と
輝
く
気
の
い
い
お
兄
ち

ゃ
ん
。
現
時
点
の
日
本
最
強
ア
ル
パ
イ
ン
・

ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ
る
。
「世
界
最
強
の
ソ

口
・
ク
ラ
イ
マ
ー
」
と
言
っ
て
も
過
言
で

な
い
。
「
こ
ん
な
男
が
い
る
こ
と
を
多
く

の
人
々
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
本

書
を
捧
げ
る
」
と
巻
頭
に
あ
る
。

本
書
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ

・
自
分
と
い
う

極
限
　
マ
カ
ル
ー
西
壁
九
六
年
秋
―
七
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
敗
退

（Ｔ
Ｂ
Ｓ
放
映
）

か
ら
は
じ
ま
り
、
第
二
章
‥
高
み
を
見
る

よ
う
な
、
二
章
・少
年
の
日
に
、
三
章
・揺

れ
る
自
我
、
四
章
・登
る
意
味
、
五
章
・ト

ー
ル
西
壁
、
六
章

・
敗
れ
ざ
る
フ
ィ
ッ
ツ

ロ
イ
、
七
章
・奥
多
摩
の
日
々
、
八
章
・妥

協
せ
ず
、
九
章
・山
に
溶
け
る
、
十
章
・自

分
を
生
き
る
、
あ
と
が
き
、
で
終
わ
る
。

「山
と
漢
谷
」
誌
上
九
七
年
八
月
号
か

ら
九
八
年
六
月
号
に
連
載
さ
れ
た
も
の
。

正
し
い
登
山
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
十

五
歳
で
日
本
登
攀
ク
ラ
ブ
に
父
親
同
行
念

書
付
き
で
入
会
。
高
校
二
年
よ
リ
フ
リ

ｌ

ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
没
頭
。
高
校
卒
業

時
の
三
者
面
談
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
壁
を

登
る
た
め
フ
リ
ー
を
極
め
る
と

「進
学
、

就
職
は
し
な
い
、
ヨ
セ
ミ
テ
に
行
き
ま
す
」

と
。
以
来
十
五
年
間
、
す
べ
て
を
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
に
費
や
す
。
定
職
は
な
く
、
冬
期

富
士
山
ボ

ツ
カ
で
主
な
生
活
費
を
稼
ぎ
、

奥
多
摩
の
古
い
借
家
に
妻
妙
子

（旧
姓
長

尾
）
と
い
う
屈
強
な
登
攀
者
と
住
む
。
両

者
協
力
し
て
山
中
心
、
山
登
り
の
夢
を
追

う
暮
ら
し
で
あ
る
。
　
　
　
（三
沢

一
三
）

一
九
九
八
年
十

一
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
二
八
六
ペ
ー
ジ
　
千
五
百
円

ブ
ク
レ
ー
エ
フ
＆
デ
ウ
ォ
ル
ト

・
共
著

鈴
木
主
税

・
訳

「
ア
ス
・
ゾ
ー
ン
八
八
四
八
Ｍ

Ｉ
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
大
量
遭
難
の
真
実
―
』

一
九
九
六
年
五
月
、
日
本
の
難
波
さ
ん

を
も
含
め
、
多
く
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊

が
大
量
遭
難
し
た
。
こ
の
時
の
様
子
を
自

ら
も
隊
の
一
員
で
あ

っ
た
ジ
ョ
ン

ｏ
ク
ラ

カ
ワ
ー
は
著
書

「空

へ
」
で
克
明
に
記
し

て
い
る
。
本
書
の
著
者
は
別
の
パ
ー
テ
ィ

ー
に
ガ
イ
ド
と
し
て
加
わ

っ
て
い
た
。

「空

へ
」
で
は
遭
難
前
後
に
お
け
る
ブ
ク

レ
ー
エ
フ
の
行
動
が

「ガ
イ
ド
と
し
て
…

…
」
と
批
判
的
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
本
書
を
も

っ
て
強
く
反
論
し
て
い
　
＞

る
。
ま
た
当
時
の
様
子
が
別
の
角
度
か
ら
　
い

も
、
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

ブ
ク
レ
ー
エ
フ
は
ソ
連
の
崩
壊
と
と
も

に
登
山
家
と
し
て
の
生
き
方
を
変
え
、
ガ

イ
ド
と
し
て
登
山
活
動
を
し
て
い
た
が
、

強
靭
な
体
力
は
人
間
業
を
遥
か
に
越
え
て

い
た
。
そ
の
強
さ
が
遭
難
時
に
多
く
の
命

を
助
け
出
す
こ
と
を
可
能
と
し
た
が
、
そ

の
行
動
の
正
当
性
を
本
書
に
よ
っ
て
世
に

問
う
た
も
の
と
も
い
え
る
。

ブ
ク
レ
ー
エ
フ
は

一
昨
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

遭
難
し
、
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
。
八

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
た
世
界
で
、
人

間
の
持
ち
得
る
判
断
と
行
動
を
ど
の
よ
う

に
見
る
か
、
ブ
ク
レ
ー
エ
フ
ヘ
の
レ
ク
イ

エ
ム
と
し
て
、
人
は
な
ぜ
最
高
峰
を
望
む
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故島田巽氏の蔵書を寄贈 和書(72冊 )

1.垂直の散歩    藤木九三著
本会名誉会員の故島田巽氏の蔵書  2。 登山談義    黒田孝雄著
(単行本141冊、雑誌102冊 )を 、ご遺  3.山岳展望     深田久爾著
族のご厚意により寄贈 していただき 4。 写真集・チベット マライニ著
ました。本部図書室に収蔵しました。 5.ジ ヨージ 。マロリー

ご閲覧ください。           ロバートスン著/夏川道子訳 他

図書受入報告 (1999年 3月 )

ベージ。大きさ出版元

洋書 (単行本69冊、雑誌102冊 )

1. 
′

「
he Exp10ration of Caucasus

2. 11lustrations of the passes of

the Alps

3。 ′
「

he Ascent of Mount St。

Elias:Alaska
4.The Apine Journル合

し
本 他

出版年 寄贈/購入別著 者 書   名

フック他(著 )山田晃(訳 )

岩波書店編集部 (編 )

岩波書店編集部 (編 )

ハズルンド(著)内藤岩雄(訳 )

ハズルンド(著)内藤岩雄(訳 )

中谷宇吉郎

谷内尚文

荒澤勝太郎

原田三夫

中浦皓至

富山県立山博物館 (編 )

富山県立山博物館 (編 )

野田四郎
コーボルト編集委員会 (編 )

岩峯登高会 (編 )

わらじの仲間 (編 )

武田久吉

福島高校山岳部OB会 (編 )

東京都勤労者山岳連盟 (編 )

高見和成遺稿追悼集編集委員会(編 )

地球上、最後の冒険 南極横断 (上巻)

雪の結晶 (岩波写真文庫 No.7)

積雪 (岩波写真文庫 No.16)

蒙古の旅・上巻 (岩波新書 No.86)

蒙古の旅・下巻 (岩波新書 No.87)

雪 (岩波新書 No。 8)

樺太風物抄

粉雪の魅力 :樺太のスキーと雪山

山の科學 [第 5版 ]

日本スキー 。もうひとつの源流 :明治45年 北海道

特別企画展「山を撮る」 :山ヘカメラを向けた人たち(1)

山と人の交響詩 :山岳映像

画文集 :山・森 0花

コーボル ト70年 (山形高校。大学山岳部同窓会創立70周 年記念誌)

遠い頂 :剣岳遭難報告と追悼集 (付属資料あり)

八ヶ岳日ノ岳ルンゼ雪崩事故報告書

明治の山旅 (平凡社ライブラリー No.279)

凌山梅花嶺 :福島高校山岳部OB会 天山登山隊報告書

奥多摩山歩き一周 トレール

山毛欅林より:高見和成 遺稿追悼集

284pp/21cm

“

pp/19cm

64pp/19cm

240pp/18cm

212pp/18cm

161pp/18cm

233pp/19cm

422pp/19cm

422pp/20cm

332pp/22cm

55pp/30cm

50pp/30cm

124pp/19cm

413pp/22cm

280pp/22cm

31pp/30cm

349pp/17cm

156pp/2∝m
21lpp/21cm

183pp/27cm

光文社     1959
岩波書店    1950
岩波書店    1950
岩波書店    1942
石波書店    1942
岩波書店    1940
七丈書院    1944
中央情報社   1938
朋文堂     1940
北海道大学図書刊行会 1999

富山県立山博物館 1998

富山県立山博物館 1998

野田四郎 (私家版)1999
コーボル ト会  1999
岩峯登高会   1998
わらじの仲間  1998
平凡社     1999
福島高校山岳部OB会 1999

かもがわ出版   1999
悠々社     1999

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

富田健一氏寄贈

高澤光雄氏寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

広島支部寄贈

の
か
、
じ
っ
く
り
読
む
に
値
す
る

一
冊
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（林
　
栄
二
）

一
九
九
八
年
八
月
　
角
川
書
店
発
行

二
八
九
ペ
ー
ジ
　
千
八
百
円

佐
伯
邦
夫

・
著

『山
と
ス
キ
ー
大
全
』

薄
い
霧
が
流
れ
て
い
た
。
チ
ン
ネ
は
灰

色
の
巨
大
な
岩
盤
だ
つ
た
。
そ
こ
を
無
心

で
這
っ
た
。
十
七
歳
の
と
き
の
あ
の
霧
の

中
を
這
う
感
覚
が
太
い
一
二
ミ
リ
の
麻
の

ザ
イ
ル
の
感
触
と
と
も
に
今
な
お
鮮
や
か

だ
…
…
。

本
書
の

一
文
で
あ
る
。
富
山
の
佐
伯
姓

は
多
く
の
傑
出
し
た
山
人
を
輩
出
し
て
い

る
が
、
氏
の
生
家
も
黒
部
奥
山
廻
り
役
の

旧
家
、
少
年
の
こ
ろ
か
ら
郷
里
の
剣

・
立

山
連
峰
を
我
が
家
の
庭
の
ご
と
く
跛
渉
す

る
。
初
エ
ッ
セ
イ
集

「ぶ
ど
う
原
に
雪
ふ

り
積
む
」
は
み
ず
み
ず
し
い
感
性
に
満
ち

た
文
学
性
の
高
い
作
品
で
あ
っ
た
。
本
書

も
山
と
ス
キ
ー
を
謳
い
あ
げ
た
山
岳
交
響

曲
と
い
い
た
い
よ
う
な
佐
伯
節
独
特
の
波

長
が
感
じ
ら
れ
、
読
み
応
え
の
あ
る
作
品

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
た
だ
、
内
容
に
見

合
う
も
っ
と
適
切
な
タ
イ
ト
ル
が
あ

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
惜
し
ま
れ
る
。

（村
井
　
葵
）

一
九
九
五
年
十

一
月
　
シ
ー

・
エ
ー

・

ピ
ー
発
行
　
三
二

一
ペ
ー
ジ
　
一
一千
五

百
円

(19)

英文初版復刻集成

W。 ウェストン著作集
cO‖ e(died l貯avel writings Ofl鴨′alter uvettOn

全4巻(図版/モノ知32点、地図4点入り)

99年3月 刊 ¥88,000(本体セット価)ISBN:4‐9314“‐11‐3

本全集はウェストンの日本に関する著書の4作全ての

初版を復刻し、登山や旅行と通して見た、明治期の

日本に対する一西洋人のユニークな視点とその全体

像を明らかにします。著作の中には "丁he Making of

the lSoldiers in Modern Japan","Japan's iDebt to

Ch:na",``Sports and Pastirnes in Ancient and

Modern Japan",“丁he Eanhquake of 1923"などの

項目も含まれており、 日本文化全体への彼の関心と

理解がうかがえます。

●好評発売中●

英文版復刻集成 イザ ベ ラ・バ ー ド全 集
全12巻 ¥220,000(本体セット価)ISBN:4‐93144403‐2

≠
`ギ

1紹|″お″ι〕θわせ下さι〕。

発行元!Editlon Synapse
〒101-0047東京都千代田区内神田2-7-6

・Ilel:03(5296)9186 】Fax:03(5296)0546
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著 者 書   名

図書受入報告 (―括購入分 01998年 2月 )

ベージ。大きさ出版元 出版年 寄贈/購入別

田淵行男     田淵行男写真文集 :安曇野

田淵行男     田淵行男写真集 :山の意匠

田淵行男     田淵行男写真集 :山の季節

辻まこと     山と森は私に語った

辻まこと     辻まこと画文集 :山で一泊

辻まこと     多摩川探検隊 (小学館ライブラリー No。 705)
色川大吉     雲表の国 :青海・チベット踏査行

木崎甲子郎    氷点下の 1年 :南極・オース トラリア基地

徳岡孝夫     ヒマラヤ :日本人の記録 (毎 日ノンフイクション0シ リーズ)

串田孫一     霧と星の歌

武田久吉     山への足跡 (山 岳名著シリーズ)

尾崎喜八     歳月の歌 (詩集)

田部重治 (著 )渡部敦 (編)ふるさとの山々 (日 本岳人全集)

冠松次郎     峰と漢 (日 本岳人全集)

大内尚樹     多摩川水流紀行 :河 口から源流まで 138キ ロ

井伏鱒二     岳麓点描

田中澄江     花と歴史の山旅

深田久弥     浦洒なる自然 :わが山旅の記

木戸征治     雨飾山麓冬だより

大月桂月     多摩の山と水 上巻 (多摩ふるさと叢書)

高橋源一郎    多摩の山と水 下巻 (多摩ふるさと叢書)

川口邦雄     日本の山100(講 談社現代新書 No。 739)

直良信夫     峠と人生 (NHKブ ックス No。 253)

伊藤洋平     回想のヒマラヤ (山 漢山岳新書)

中垣虎兄郎    北極

ライト(著)大日本文明協會(訳)」ヒjtti O針 )

原田三夫、松山思水 北極探検 (世界探検全集 No。 1)

メスナー(著 )尾崎堅治(訳 )死の地帯

ノイス(著 )深田久輛(訳)マチャプチャリ :ヒ マラヤで一番美 しく1瞼 しい山

伊藤洋平     山と雪の青春 :ア ルプス 。ヒマラヤ 0南極

バウアー(著 )田部主計(訳 )カ ンチェンジュンガをめざして

山本和雄     穂高 :山本和雄作品集

エグラー(著 )横川文雄(訳 )雲表に鴛ゆる峯々 (エーデルワイス叢書 No.12)

ノイス(著 )野間寛二郎(訳 )未知の山ヘ

春日俊吉     富士と其附近の山々

神原信一郎    富士山の地質と水理

山梨縣      冨士山の自然界

山梨縣      富士山麓と御嶽 :附・富士川下り

小林芳太郎    火山

長野縣観光協會 (編 )國境を往 く:信濃を続る

武侠世界社 (編) 山河跛渉案内 (武侠世界夏期増刊)

デメゾン(著 )近藤等 (訳)グ ランド・ジョラスの342時 間

東良三      アメリカ大陸の探検時代 (上巻)

東良三      アメリカ大陸の探検時代 (下巻)

木崎甲子郎    南極大陸の歴史を探る (岩波新書 No.857)

富山和子     水の文化史

石田五郎     星の歳時記 (ポケット文春 No.522)

加納一郎     25人 の極地探検家 (朝 日文庫 No.カ ー15-1)

西丸震哉     尾瀬 (ブルー・ガイドブックス No.6)

志賀重昂     日本風景論 (岩波文庫 No。 33-112-1)

田部重治(著 )近藤信行(編 )山 と漢谷 [新編](岩波文庫 No。 31-142-1

桑原武夫     桑原武夫全集 (第 7巻 )

桑原武夫     桑原武夫集 (第 1巻 )

桑原武夫     桑原武夫紀行文集 (第 3巻 )

(20)

/31cm

ノ31cm

βlcm

16“pρ■m
143ppρ 7cm

220ppノ 17cm

338pノ 19cm

241ppρOcm

279ppρOcm

205ppノ 18cm

322ppρOcm

237ppρOcm

58■pρ3cm

663ppρ3cm

238ppρOcm

163pp/20cm

263pノ 19cm

220pp/20cm

l領)ppρ2cm

254ppρOcm

247pp/20cm

238pp/18cm

230pp/1%m

158pノ 17cm

486pp20cm

522ppρ3cm

304ppρOcm

254pp20cm

201pp/20cm

280pp/19cm

281pp/20cm

151pノ 30cm

413pp/19cm

232ppρ2cm

176pノ 19cm

482ppρ 3cm

216pノ 19cm

138pp/18cm

582pp/23cm

142pp/19cm

288ppノ 19cm

252pp/21cm

226pノ 19cm

224pp/19cm

209pp/18cm

246ppρ∝m
221pp/18cm

306pノ 15cm

l%)pノ 18cm

395pp/15cm

323pp/15cm

578pp/20cm

652pp/20cm

343ppρOcm

朝日新聞社

朝日新婦社

朝日新聞社

白日社

創文社

小学館

小学楷

朝日新聞社

毎日新聞社

朋文堂

二見書房

朋文堂

日本文芸社

日本文芸社

白山書房

爾生書房

東京新聞出版局

新潮社

山と漢谷社

八潮書店

八潮書店

講談社

日本放送出版協会

山と漢谷社

改造社

大日本文明協會事務所

萬里閣書房

山と漢谷社

文藝春秋新社

三笠書房

実業之日本社

山と漢谷社

朋文堂

ベースポールマガジン社

登山とスキー社

博進館

山梨縣

朗月堂書店

南光社

金華堂書店

武侠世界社

集英社

目黒書店

目黒書店

岩波書店

文藝春秋

文藝春秋新社

朝日新聞社

実業之日本社

岩波書店

岩波書店

朝日新聞社

岩波書店

河出書房

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入
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入
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入
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目

圏

圏

目

二
月
理
事
会

日
時
　
二
月
十
日
Ｑ
　
十
八
時
三
十
分
～

二
十
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
斎
藤
会
長
、
小
倉
、
大
森
、

竹
内
各
副
会
長
、
吉
永
、
伊
丹
、
熊
崎
、

絹
川
、
村
井
、
飯
田
、
鯵
坂
、
増
山
、
森
、

大
蔵
、
宇
田
川
、
宮
崎
各
理
事
、
石
橋
、

神
崎
各
監
事
、
平
山
、
穴
田
、
長
尾
、

中
川
、
平
野
、
中
村
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
田
邊
、
坂
本
各
理
事

【審
議
事
項
】

一
、
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
登
山
隊
の
件

大
森
副
会
長

二
月
六
日
、
中
国
登
山
協
会
張
江
援
交

流
部
部
長
よ
り
口
頭
で
、
ガ
ン
カ
ー

・
プ

ン
ス
ム
峰
の
登
山
を
延
期
し
て
ほ
し
い
旨

の
申
し
入
れ
が
あ
つ
た
。　
一
月
二
十
九
日

中
国
外
交
部
よ
り
中
国
登
山
協
会
に
対
し

て

「
こ
の
計
画
は
見
合
わ
せ
て
ほ
し
い
」

と
の
連
絡
が
入
っ
た
た
め
で
あ
る
。
現
在

の
情
報
と
し
て
は
、
ブ
ー
タ
ン
よ
り
中
国

に
申
し
入
れ
が
あ
つ
た
よ
う
だ
。
二
月
八

日
、
日
本
の
外
務
省
よ
り
電
話
に
よ
る
問

合
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
文
章
に
よ
る
も
の

に
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。
二

月
二
十
四
日
以
降
、
会
長
が
訪
中
し
て
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
必
要
が
あ
れ
ば

臨
時
常
務
理
事
会

・
理
事
会
で
審
議
す
る
。

登
山
隊
は
正
式
に
中
止
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
総
隊
長
斎
藤
会

長
、
隊
長
伊
丹
、
副
隊
長
中
村
、
登
攀
隊

長
山
本
、
登
山
隊
員
と
し
て
、
登
攀
リ
ー

ダ
ー
鈴
木
清
彦
（４１
）、
角
谷
道
弘
（３５
輸

送
）、
小
林
尚
礼
（２９
気
象
）、
竹
内
洋
岳

（２８
食
糧
）、
高
橋
和
弘
（２５
輸
送
）、
加
藤

慶
信
（２３
食
糧
）、
佐
藤
大
輔
（２７
通
訳
）が

承
認
さ
れ
た
。
募
金
は
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
が
募
金
運
営
委
員
に
な
る
。
　

承
認

二
、
青
森
支
部
の
白
神
山
地
ブ
ナ
植
林
事

業
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵

青
森
支
部
よ
り
要
請
の
あ
っ
た
表
記
の

件
は
自
然
保
護
活
動
、
支
部
の
活
発
な
活

動
に
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
百
周
年
記
Λ
堂争

業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。　
　
　
　
承
認

三
、
「早
池
峰
の
高
山
植
物
」
保
全
　
大
蔵

高
校
総
体
会
場
に
な
る
早
池
峰
の
高
山

植
物
保
全
に
関
し
て
文
化
庁
に
要
望
書
を

出
し
た
い
旨
説
明
が
あ
っ
た
。
　
　
承
認

四
、
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
推
薦
状

交
付
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵

亜
細
亜
大
山
岳
部
の

「
９９
野
ロ
サ
ガ
ル

マ
ー
タ
登
山
隊
」
よ
り
都
岳
連
、
日
山
協

へ
の
推
薦
状
交
付
依
頼
が
あ
つ
た
。
承
認

本
会
が
推
薦
状
を
発
行
し
た
会
員
の
ア

マ
ダ
ブ
ラ
ム
登
山
へ
の
不
参
加
に
つ
い
て

伊
丹
理
事
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

五
、
写
真
複
写
依
頼
の
件
　
　
　
　
鯵
坂

檜
枝
岐
村
が
計
画
し
て
い
る

「武
田
久

吉
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
」
の
た
め
、
ゆ
か

り
の
小
島
烏
水
、
木
暮
理
太
郎
両
氏
の
写

真
提
供
依
頼
が
あ
っ
た
。
資
料
担
当
理
事

が
対
応
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

山
研
水
力
発
電

◆
森

一
月
十
八
日
、
松
本
で
関
係
諸
官
庁
と

交
渉
、
文
書
提
出
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
実
作
業
時
の
学
生
部
の

協
力
な
ど
の
要
請
が
あ
っ
た
。

学
生
部
日
中
合
同
登
山

ｏ
宮
崎

今
秋

「雪
峯
頂
」
に
て
実
施
し
た
い
。

議
定
書
な
ど
必
要
な
詳
細
は
今
後
積
極
的

に
詰
め
て
ゆ
く
。

海
外
登
山
基
金

・
大
森
副
会
長

申
請
の
あ
っ
た
三
隊
に
つ
い
て
、
札
幌

山
岳
連
盟

「
マ
ナ
ス
ル
冬
季
登
山
隊
」
に

二
十
万
円
、
立
教
山
友
会

「立
教
大
学
ガ

ツ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
登
山
隊
」
に
五
十
万

円
、
「ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
登
山
隊

一

九
九
九
」
に
五
十
万
円
の
交
付
を
決
定
。

予
算
は
百
万
円
だ
が
、
「山
岳
」
の
印
刷

代
が
安
く
で
き
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て

二
十
万
円
を
上
乗
せ
し
た
。

評
議
員
会
に
つ
い
て

・
絹
川

次
期
役
員
、
評
議
員
の
推
薦
に
つ
い
て

話
し
〈
甲
つ
た
め
、
二
月
十
三
日
開
催
す
る
。

総
務
委
員
会

・
絹
川

支
部
事
務
局
会
議
（二
月
二
十
七
、
二

十
八
日
）、
春
期
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
（三
月
二
十
七
日
）に
、
各
理
事
、

役
員
の
参
加
を
要
請
す
る
。

財
一̈務
果
百
員
▲冨
・
士
甲
水

新
年
度
の
事
業
計
画
書
、
予
算
要
求
書

な
ど
未
提
出
委
員
会
は
二
月
十
五
日
締
切

厳
守
、
仮
払
い
の
清
算
も
要
望
す
る
。

医
療
委
員
会

・
増
山

文
部
省
登
山
研
修
所
に
設
置
さ
れ
る
低

酸
素
室
に
つ
い
て
説
明
。

指
導
委
員
会

・
熊
崎

八
ヶ
岳
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
研
修
会

（
一
月
三
十
～
二
月

一
日
）は
三
十
五
名
の

若
手
会
員
が
参
加
、
有
意
義
だ
っ
た
。

会
報
編
集
委
員
会

・
村
井

原
稿
は
発
行
月
の
前
月
十
日
の
締
切
に

協
一カ
を
要
請
す
る
。

図
壼
昼
目
理
委
員
会

・
小
倉
副
会
長

一
月
二
十
日
、
二
月
九
日
と
小
委
員
会

を
開
催
し
た
。
意
見
を
二
月
中
に
ま
と
め
　
＞

た
い
。
現
図
書
管
理
委
員
会
は
廃
止
（総
　
熊

会
の
承
認
が
必
要
）し
、
図
書
は
会
の
財

産
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
財
務
委
員
会
に

図
書
管
理
に
関
す
る
小
委
員
会
を
設
け
、

図
書
の
購
入
、
図
書
室
の
管
理
な
ど
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

■
会
員
異
動

物
故

村
田
数
之
亮

（
一
五
四
九
）
９９
ｏ
ｌ

ｏ
２０

退
会

・
９９
ｏ
２

鬼

今
井
章
雄

（
一
一
七
七
二
）

今
井
宏
宗

（
一
一
七
七
三
）

森
厚

（六
五
一
四
）

山
口
良
司

（
一
一
六
九
九
）

渋
川
昭
市

（九

一
二
四
）
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◆
探
索
山
行

「火
山
ガ
ス
の
危
険
を
現
地

に
出子
ぶ
」
　
　
　
　
　
　
科
学
委
員
会

近
年
各
地
で
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
火
山
ガ
ス
。
二
年
前
に
事
故
が
あ
っ
た

福
島
県
安
達
太
良
山

・
沼
ノ
平
で
、
実
際

の
状
況
を
見
学
し
危
険
性
を
学
び
ま
す
。

日
時
　
六
月
十
二
日
０
～
十
三
日
０

山
行
　
安
達
太
良
山

講
師
　
千
葉
茂
樹
氏

（福
島
県
立
福
島
南

昔展

）

費
用
　
二
万
円

（予
定
）

集
合
　
Ｊ
Ｒ
南
浦
和
駅
か
ら
バ
ス

宿
泊
　
沼
尻
高
原
ロ
ッ
ジ

（田
部
井
淳
子

会
員
の
ロ
ッ
ジ
）

定
員
　
先
着
四
十
名

申
込
　
五
月
二
十
日
ま
で
に
丸
山
修

一
ヘ

〒

一
〇
二
―
〇
〇
七
一
一　
千
代
田
区

飯
田
橋
二
―
九
―
四
―

一
〇
〇
五

Ⅲ

・
〇
三
―
五
二

一
二
―
七
〇
三
六

Ｅ
メ
ー
ル

・
∽―
ヨ
”
ａ
◎
丼
Ｐ
”
口
ｂ
①
・ピ

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
連
絡
し
ま
す
。

◆
新
会
員
の
た
め
の

「焼
岳
登
山
と
ウ
エ
ス
ト
ン
螺
正

山
研
運
出三
書
員
会

・
青
年
部
共
催

平
成
十
年
度
入
会
者
を
対
象
に
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
で
活
躍
中
の
会
員
の
ガ
イ
ド
で
焼
岳

登
山
。
つ
い
で
ウ
エ
ス
ト
ン
に
関
す
る
講
演
。

翌
日
に
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
に
参
加
し
ま
す
。

対
象
会
員
　
一
二
七
二
六
～

一
二
九
七
〇

日
時
　
六
月
五
日
ω
～
六
日
０

費
用
　
一
万

一
千
円

（保
険
料
、
ウ
エ
ス

ト
ン
祭
参
加
費
、

一
泊
三
食
、
懇

親
会
費
を
含
む
）

定
員
　
先
着
二
十
名
で
締
め
切
り

申
込
　
ハ
ガ
キ
に
会
員
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

日
本
山
岳
会
山
研
委
員
会
宛
。

＊
電
話
の
申
込
は
受
け
つ
け
ま
せ
ん
。

◆
第
二
十
八
回
木
暮
理
太
郎
翁
碑
前

懇
親
会
　
　
　
　
　
　
　
　
山
梨
支
部

本
会
第
三
代
会
長
木
暮
理
太
郎
翁
の
碑

前
懇
親
会
を
故
人
の
祥
月
に
行
い
ま
す
。

日
時
　
五
月
二
十
二
日
０
～
二
十
三
日
０

場
所
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
須
玉
町
金
山
平

交
通
　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
韮
崎
駅
下
車
、
増
富

温
泉
行
き
山
交
バ
ス
終
点
下
車
、

徒
歩
九
十
分

（タ
ク
シ
ー
あ
り
）

行
事
　
二
十
二
日
　
十
八
時
よ
り
懇
親
会
、

二
十
三
日
朝
、
碑
前
祭
の
後
ク
リ

ス
タ
ル
ラ
イ
ン
を
経
て
記
念
山
行
。

Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
に
て
解
散
。

山
行
　
甲
府
市
北
郊
、
興
因
寺
山

（八
五

四
メ
ー
ト
ル
、
三
等
点
、
点
名
は

相
川
村
）。
二
万
五
千
分
の
一
地

図

「甲
府
北
部
」、
展
望
よ
し
。

費
用
　
一
万
円

（懇
親
会
、
記
念
品
代
、

一
泊
三
食
、
甲
府
駅
ま
で
の
交
通

費
を
含
む
）

申
込
　
五
月
十
五
日
ま
で
に
山
村
正
光
ヘ

〒
四
〇
〇
―
〇
〇
王
ハ

［〓
肘
市

武
田
三
―
六
―
二
七

肌

・
〇
五
五
―
二
五

一
―
三

一
七
五

◆
一第
八
回
今
西
祭

東
九
州
支
部

故
今
西
元
会
長
の

「九
州
学
問
の
旅
」

を
九
州
四
支
部
集
会
を
兼
ね
て
行
い
ま
す
。

上
高
地
は
今
年
も
昨
年
同
様
雪
が
少

な
く
、
積
雪
は

一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。

お
ま
け
に
工
事
の
た
め
か
道
も
除
雪
さ

れ
、
そ
の
道
を
多
く
の
人
た
ち
が
登
っ

て
き
ま
す
。

信
州
と
飛
騨
を
結
ぶ
国
道

一
五
八
号

線
は
、
安
房
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
全
線

冬
期
通
行
可
能
と
な
り
、
冬
の
上
高
地

も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

週
末
の
早
朝
、
観
光
バ
ス
が
釜
ト
ン

ネ
ル
の
ゲ
ー
ト
前
に
止
ま
る
と
、
ク
ロ

カ
ン
ス
キ
ー
を
持

っ
た
人
た
ち
が
降
り
、

上
高
地
を
目
指
し
て
登
っ
て
行
き
ま
す
。

午
後
ま
た
バ
ス
が
や
っ
て
き
て
、
雪
の

上
高
地
を
満
喫
し
た
人
た
ち
を
乗
せ
る

と
、
安
房
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
平
湯
温

泉
へ
と
向
か
っ
て
行
く
の
で
す
。
旅
行

会
社
主
催
の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
今
年
は
多

く
、
週
末
に
は
観
光
バ
ス
が
並
ぶ
と
か
。

上
高
地
に
は
冬
に
使
え
る
ト
イ
レ
の

数
が
少
な
く
、
夏
期
の
よ
う
に
水
洗
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
週
末
百
名
以

上
も
の
人
が
集
ま
る
と
、
結
末
は
明
ら

か
で
す
。
凍
り
つ
い
た
汚
物
で
ト
イ
レ

は
汚
さ
れ
、
つ
い
旅
館
な
ど
の
陰
で
用

を
足
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ
を

掃
除
す
る
の
は
、
環
境
庁
の
美
化
財
団

の
人
た
ち
。
冬
期
の
見
回
り
に
上
が
っ

て
き
て
、
凍
り
つ
い
た
汚
物
の
始
末
ま

で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
掃

除
は
汚
し
た
ツ
ア
ー
客
な
ど
が
す
べ
き

で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
な
ら
冬
期
上

高
地
に
入
る
者
た
ち
か
ら
入
山
料
を
徴

収
す
る
な
ど
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
。

一
部
の
人
た
ち
に
責
任
を
押
し
付
け
る

風
潮
と
、
汚
さ
れ
て
い
く
冬
の
上
高
地

に
、
何
と
も
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
す
。

山
研
開
所
ま
で
も
う
少
し
。
人
気
の

全
く
な
い
小
屋
は
寂
し
く
、
開
所
の
春

を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。
　
　
　
（Ｓ
）

GttIXttO
開所の春を

待っています

(22)
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日
時
　
六
月
十
二
日
０
～
十
三
日
０

集
合
　
Ｊ
Ｒ
大
分
駅
十
二
日
十
二
時

行
程
　
十
二
日
　
大
分
駅
―
高
崎
山

（猿

の
観
察
）
―
豊
国
ラ
ン
ド

（講
演

会

・
懇
親
会
）

十
二
日
　
大
分
駅
―
宮
崎
駅
■
幸

島

（猿
の
観
察
）
―
都
井
岬

（扇

総

務
委

員

会

か

ら

お
知

ら

せ

事
務
局
が
変
わ
り
ま
し
た

●
事
務
局
に
永
年
勤
務
さ
れ
た
宮
澤
美

渚
子
さ
ん
（ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
た
め
）
、

杉
山
都
子
さ
ん

（定
年
）
の
お
二
人
が

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
ご
苦
労
に

感
謝
し
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

●
新
し
い
事
務
局
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

経
理

・
高
瀬
公
江
さ
ん
、
庶
務

・
深
田

由
貴
子
さ
ん
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

土
曜
日
の
休
室
と
開
室
時
間
に
つ
い
て

昨
年
十
月
よ
り
第
二
、
第
四
土
曜
日

は
休
室
、
開
室
の
第

一
、
第
三
、
第
五

土
曜
日
は
午
前
十
時
よ
り
午
後
六
時
ま

で
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
新
年
度
も

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
募
集

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
応
募
、
推
薦

を
お
願
い
し
ま
す
。
締
切
は
七
月
三
十

一
日
で
す
。
応
募

ｏ
推
薦
書
類
は
事
務

局
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

山
登
山
、
野
生
馬
の
観
察
Ｙ
Ｉ
宮

崎
駅
解
散

替
爾

　̈
一
万
九
千
円

申
込
　
五
月
十
日
ま
で
に
西
孝
子
ま
で

〒
八
七
〇
―
〓〇
〇
二
一　
大
分
市

府
内
町

一
―
三
―

一
六

肌

・
Ⅲ
Ｏ
九
七
―
五
三
二
―
〇
九
二
六

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
第
八
回
懇
親
山
行

・
八
ヶ
岳

９２
同
期
会

日
時
　
五
月
二
十
二
日
ω
～
二
十
三
日
０

場
所
　
八
ヶ
岳

（宿
泊
黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
）

集
合
　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
茅
野
駅
改
札
口
午
前

九
時
五
十
分

費
用
　
七
千
円
程
度

（宿
泊
費
他
）

申
込
　
四
月
三
十
日
ま
で
に
大
貫
金
吾
ヘ

肌
ｏ
Ｏ
四
八
‥―
四
七
二
―
土
三
三
九

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
写
真
展
　
～
槍

・
穂
高

・
ロ
ッ
キ
ー
・

白
頭
山
～

「岩
橋
崇
至
　
山
の
世
界
」

「槍

・
穂
高
」
の
新
作
を
中
心
に
、
「
ロ

ッ
キ
ー
」
「白
頭
山
」
を
加
え
、
巨
大
パ

ネ
ル
に
引
き
伸
ば
し
た
大
作
八
十
点
を

一

挙
に
展
示
し
ま
す
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
。

日
時
　
五
月
二
十
二
日
ω
～
三
十
日
０

十

一
～
二
十
時

（最
終
日
は
十
七

時
三
十
分
ま
で
）
休
館
日
な
し

会
場
　
三
越
美
術
館
（新
宿

・
南
館
七
階
）

肌
・
〇
三
―
三
三
五
四
―

一
一
一
一

入
場
料
　
一
般
千
円
　
大
学

・
高
校
生
八

百
円
　
中
学

・
小
学
生
三
百
円

田
■
日
目
目

２

月

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

８

日

９

日

１０

日

１３

日

１５

日

１６

日

１７

日

１８

日
”
日

２２

日

総
務
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
整
結
畑会

海
外
登
山
実
行
委
員
会
　
会
報
編

集
会
議

常
務
理
事
会
　
山
の
自
然
学
研
究

〈
バフ

ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
水
力
発

電
実
行
委
員
会

９６
同
期
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
９７

同
期
会
　
９８
同
期
会
　
ガ
ン
カ

ー

・
プ
ン
ス
ム
準
備
会

二
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ

ク
ラ
ブ
　
９５
同
期
会

理
事
会

評
議
員
会

総
務
委
員
会
　
ガ
ン
カ
ー

。
プ
ン

ス
ム
淮
ｆ
偏
会

高
所
登
山
委
員
会
　
ガ
ン
カ
ー

・

プ
ン
ス
ム
準
備
会

三
水
会
　
山
の
自
然
学
研
究
会

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

科
学
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
　
青
年
部
　
デ
ー
タ
バ

ン
ク
研
究
会

青
年
部

資
料
委
員
会

２３
日
　
自
然
保
護
委
員
会
　
フ
ィ
ル
ム
ビ

デ
オ
委
員
会
　
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン

ス
ム
淮
士
偏
会

Ｚ
日
　
科
学
委
員
会
　
海
外
連
絡
委
員
会

山
げ
ら
の
会

２５
日
　
常
務
理
事
会
　
デ
ー
タ
バ
ン
ク
研

究
会
　
自
然
保
護
委
員
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

２６
日
　
総
務
委
員
会
　
緑
爽
会

２８
日
　
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

２
月
来
室
者
硼
名

●
編
集
後
記
◆

残
雪
と
新
緑
の
上
高
地
を
思
う
と
心
が

弾
み
ま
す
。
ぜ
ひ
山
研
を
訪
ね
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
会
報
原
稿
は
左
記
へ
。　
　
　
　
＞

宛
先
　
村
井
葵

（〒
一
九
四
―
〇
〇
三
二
　
鬱

町
田
市
森
野
三
―
二
―

一

Ⅲ
　
Ｏ
四
二
―
七
三
二
―
五
五
二
八

パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
制
作
さ
れ
る
場
合
は

Ｅ
Ｉ
メ
ー
ル
で
奈
良
原
町
子
宛

Ｄ
”
『”

，
”
『”
∩
）【”
く
Ｏ
ｏσ
【∞
【Ｏ
σ
①
・Ｄ
①
」り

Ⅲ
　
Ｏ
三
―
三
三
三
四
―
八
一
一
三
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